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は
じ
め
に

明
治
天
皇
（
一
八
五
二
─
一
九
一
二
）
は
、
生
涯
を
通
じ
て
詠
ま
れ
た
御
製
が
お
よ
そ

九
万
三
千
首

）
（
（

と
も
い
わ
れ
る
。
そ
こ
か
ら
一
六
八
七
首
に
精
選
し
て
編
ま
れ
た
の
が
宮
内

省
臨
時
編
纂
部
に
よ
る
『
明
治
天
皇
御
集

）
（
（

』
で
あ
る
。『
明
治
天
皇
御
集
』
は
年
次
ご
と

に
四
季
・
恋
・
雑
の
部
立
に
従
っ
て
配
列
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
年
次
ご
と
で
は
あ
る

の
だ
が
、
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
以
前
の
御
製
に
つ
い
て
は
ひ
と
ま
と
ま
り
と
さ
れ
、

そ
の
年
代
に
詠
ま
れ
た
御
製
の
具
体
的
な
年
次
は
判
明
し
て
い
な
い
。
ま
た
そ
の
時
期
は

『
阪
正
臣
談
話
速
記

）
（
（

』
で
明
治
二
十
年
か
ら
御
歌
所
に
従
事
し
た
阪
正
臣
が
、

何
に
致
せ
御
歌
の
風
が
違
っ
て
居
り
ま
す
、
御
幼
少
の
と
き
は
孝
明
天
皇
様
が
御
覧

に
な
り
ま
し
て
、
そ
れ
か
ら
有
栖
川
宮
様
で
す
か
明
治
初
年
頃
の
御
製
を
拝
見
せ
ら

れ
ま
し
た
、
余
程
昔
風
の
、
お
公
卿
様
風
の
御
歌
で
あ
り
ま
し
た
が
、
其
後
は
其
お

公
卿
様
風
を
御
脱
し
に
な
り
ま
し
た
、
其
頃
か
ら
吾
々
は
認
め
て
、
ほ
ん
物
の
歌
と

申
し
て
居
り
ま
す
。

と
語
る
よ
う
に
、
そ
れ
ま
で
明
治
天
皇
の
父
で
あ
っ
た
孝
明
天
皇
や
有
栖
川
宮
幟
仁
親
王

が
明
治
天
皇
の
和
歌
の
師
匠
を
務
め
て
い
た
が
、
明
治
三
年
に
三
条
西
季
知
が
歌
道
御
用

掛
と
な
り
、
天
皇
の
指
導
に
あ
た
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
以
後
、
明
治
四
年
に
福
羽
美

静
、
同
五
年
に
八
田
知
紀
、
同
七
年
に
松
平
忠
敏
、
近
藤
芳
樹
が
そ
れ
ぞ
れ
三
条
西
と
同

じ
く
歌
道
御
用
掛
と
し
て
、
そ
し
て
明
治
九
年
に
は
天
皇
の
生
涯
に
亘
っ
て
歌
道
を
指
導

す
る
こ
と
と
な
る
高
﨑
正
風
が
御
歌
掛
に
任
じ
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
近
世
以
前
の
方

法
と
は
異
な
り
、
御
製
の
指
導
が
御
歌
掛
（
後
の
御
歌
所

）
4
（

）
と
い
う
宮
内
省
の
一
掛
に

よ
っ
て
、
組
織
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
代
で
も
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
明
治
十
一

年
以
前
は
、
歴
史
的
に
も
大
き
な
変
化
を
遂
げ
た
時
代
で
も
あ
っ
た
が
、
伝
統
的
な
和
歌

と
い
う
文
化
に
お
い
て
も
、
制
度
的
に
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
と
も
言
え
る
。
こ
の
時
代

の
御
製
の
指
導
の
有
り
様
を
読
み
解
く
こ
と
は
、
そ
の
後
に
設
立
さ
れ
る
御
歌
所
の
制
度

に
も
つ
な
が
る
組
織
の
基
盤
が
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
た
か
を
読
み
解
く
こ
と
で
も
あ
り
、

そ
れ
は
、
近
世
以
前
に
行
わ
れ
て
い
た
指
導
と
ど
の
よ
う
に
異
な
っ
て
い
る
か
を
浮
き
彫

り
に
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。

伝
統
的
な
和
歌
が
明
治
に
至
っ
て
、
近
世
以
前
と
全
く
異
な
る
も
の
と
な
る
の
か
ど
う

か
を
、
明
治
初
期
の
御
製
の
指
導
を
示
す
資
料
を
読
み
解
く
こ
と
で
明
ら
か
に
し
た
い
。

『
明
治
天
皇
御
集
』
に
つ
い
て
─
明
治
初
期
の
添
削
を
中
心
と
し
て
─

豊

　田

　恵

　子
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一
、『
明
治
天
皇
御
集
』
と
三
條
西
家
所
蔵
資
料
に
つ
い
て

『
明
治
天
皇
御
集
』
は
御
歌
所
に
設
置
さ
れ
た
宮
内
省
臨
時
編
纂
部
に
よ
っ
て
、
大
正

五
年
（
一
九
一
六
）
か
ら
同
八
年
に
か
け
て
編
纂
さ
れ
た
。
約
九
万
三
千
首
か
ら
精
選
し

た
一
六
八
七
首
の
御
製
を
、
年
次
毎
に
春
・
夏
・
秋
・
冬
・
恋
・
雑
の
部
立
順
に
配
列
し

た
も
の
で
あ
る
。
膨
大
な
御
製
か
ら
撰
集
す
る
作
業
は
、
大
変
困
難
で
あ
っ
た
と
推
測
さ

れ
る
が
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
詳
細
な
資

料
が
宮
内
庁
宮
内
公
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
御
集
の
根
幹
の
資
料
と
な
っ
た
『
明
治
天
皇
御
製

）
5
（

』
は
、
全
一
〇
七
冊
か
ら
な
る

御
製
の
全
集
で
あ
り
、
御
歌
所
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
を
大
正
期
に
臨
時
帝
室
編
修

局
が
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
明
治
十
一
年
以
前
か
ら
明
治
四
十
五
年
ま
で
の

御
製
を
収
め
て
お
り
、
御
集
と
同
様
に
年
次
毎
に
部
立
順
に
御
製
が
記
さ
れ
て
い
る
。

日
々
詠
ま
れ
た
御
製
の
書
き
留
め
を
御
歌
所
で
ま
と
め
た
重
要
な
資
料
の
写
し
と
い
え
よ

う
。そ

し
て
、
こ
の
資
料
を
基
に
御
集
を
編
む
下
資
料
と
な
っ
た
の
が
『
明
治
天
皇
御
集
稿

本
）
（
（

』
で
あ
る
。
全
一
一
四
冊
か
ら
な
る
資
料
で
、『
明
治
天
皇
御
製
』
か
ら
書
写
ま
た
は

コ
ン
ニ
ャ
ク
版
に
よ
っ
て
刷
っ
た
も
の
を
一
首
ご
と
に
切
っ
て
貼
り
付
け
た
資
料
で
あ
る
。

御
製
を
題
や
上
句
ご
と
に
並
び
か
え
て
貼
り
継
ぐ
こ
と
で
、
類
似
し
た
御
製
を
除
く
な
ど

の
方
法
に
よ
り
選
定
作
業
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
朱
筆
に
よ
る
訂
正
な
ど

も
加
え
ら
れ
て
お
り
、
作
業
の
過
程
を
示
す
大
変
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

ま
た
『
明
治
天
皇
御
集　

類
句
原
稿
下
句
ア
ー
サ
行

）
（
（

』
は
、『
明
治
天
皇
御
集
稿
本
』

と
同
様
に
御
製
を
コ
ン
ニ
ャ
ク
版
で
刷
っ
た
も
の
を
、
下
句
を
五
十
音
順
に
並
び
か
え
た

資
料
で
あ
る
。
こ
の
資
料
も
御
集
編
纂
の
た
め
の
資
料
で
あ
り
、
類
似
の
御
製
の
入
集
を

避
け
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
入
念
な
作
業
で
進
め
ら
れ
た
『
明
治
天
皇
御
集
』
で
あ
る
が
、
御
歌
所

が
御
製
を
書
き
留
め
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
だ
け
の
膨
大
な
御
製
を
約
三
年
で
御
集
に

ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
御
歌
所
は
御
製
を
管
理
す
る
の
が
職
掌
で

あ
っ
た
の
で
当
然
と
言
え
ば
当
然
だ
が
、
御
集
に
直
結
で
き
る
よ
う
な
資
料
を
ま
と
め
て

い
た
の
は
、
大
正
期
に
至
っ
て
初
め
て
御
集
の
企
画
が
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
お
そ
ら
く

か
な
り
早
い
段
階
で
御
集
編
纂
の
意
図
が
あ
り
、
そ
の
備
え
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
。
事
実
、『
御
歌
所
日
記

）
（
（

』
の
明
治
三
十
八
年
三
月
十
三
日
条
に
御
集
を

指
す
と
思
わ
れ
る
「
金
烏
集
」
の
語
が
見
い
だ
せ
る
。

で
は
、
こ
こ
で
問
題
と
な
っ
て
く
る
の
が
、
明
治
十
一
年
以
前
と
し
て
ひ
と
ま
と
ま
り

に
さ
れ
た
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
明
治
十
一
年
以
前
の
御
製
は
詳
細
な
年
次
が
不
明
で
あ

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
御
歌
所
が
設
置
さ
れ
る
の
が
明
治
二
十
一
年
の
こ
と
で
あ
る
の

で
、
明
治
十
一
年
頃
は
そ
の
前
身
で
あ
る
御
歌
掛
ま
た
は
歌
道
御
用
掛
が
御
製
を
管
理
し

て
い
る
時
代
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
明
治
十
一
年
以
前
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
順
次
、
御
歌

掛
が
任
命
さ
れ
て
増
員
し
た
時
期
で
も
あ
っ
た
た
め
、
職
掌
分
担
が
流
動
的
で
あ
っ
た
と

推
測
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
、
明
治
十
一
年
以
前
の
御
製
の
管
理
が
行
き
届
か
ず
、
詳
細

な
年
次
が
不
明
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
こ
の
不
明
と
判
断
さ
れ

か
ね
な
い
御
製
の
年
次
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
が
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
所
蔵

さ
れ
て
い
る
。
元
々
の
資
料
の
所
持
者
は
三
條
西
季
知
で
、
明
治
三
年
十
一
月
八
日
に
歌

道
御
用
掛
に
任
じ
ら
れ
て
か
ら
没
す
る
前
年
の
明
治
十
二
年
ま
で
御
製
の
添
削
を
行
っ
て

い
た
人
物
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
明
治
十
一
年
以
前
」
の
中
心
的
な
御
製
の
指
導
者
で
あ

る
。
そ
の
三
條
西
季
知
が
所
持
し
て
い
た
の
が
、『［
三
條
西
季
知
歌
稿

）
（
（

］』（
一
冊
）、『
明
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治
天
皇
御
製
：
明
治
七
年
至
十
二
年
月
次
并
当
座
歌
稿

）
（1
（

』（
一
冊
）、『
明
治
天
皇
御
製
皇

后
御
歌
：
明
治
十
一
年
同
十
二
年

）
（（
（

』（
二
冊
）
で
あ
る
。

ま
ず
、『［
三
條
西
季
知
歌
稿
］』
は
、
明
治
三
年
か
ら
十
一
年
ま
で
の
三
條
西
季
知
の

和
歌
や
覚
書
を
記
し
た
歌
日
記
の
体
裁
を
と
っ
た
資
料
で
あ
る
。
本
資
料
は
全
て
三
條
西

の
自
筆
に
よ
る
も
の
で
、
年
次
ご
と
に
お
お
よ
そ
時
系
列
に
沿
っ
て
記
述
が
な
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
中
に
は
三
條
西
の
歌
稿
だ
け
で
は
な
く
、
明
治
天
皇
の
御
製
や
昭
憲
皇
太
后
お

よ
び
華
族
等
の
和
歌
へ
の
添
削
資
料
も
含
ん
で
お
り
、
当
時
の
御
製
な
ど
が
ど
の
よ
う
に

詠
ま
れ
て
い
た
か
を
知
る
上
で
大
変
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
御
製
に
つ
い
て
は
、
出
詠
さ

れ
た
会
と
そ
の
年
次
も
合
わ
せ
て
記
載
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
こ
れ
に
よ
っ
て
御
製
の
年

次
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、『［
三
條
西
季
知
歌
稿
］』
に
記
さ
れ
た
明
治
三
年
か

ら
十
一
年
の
御
製
は
『
明
治
天
皇
御
製
』
に
も
未
収
載
の
も
の
が
七
五
首
見
ら
れ
た
。
以

下
、
未
収
載
の
御
製
を
六
三
頁
に
掲
出
し
た
別
表
（
に
示
す
。

『
明
治
天
皇
御
製
：
明
治
七
年
至
十
二
年
月
次
并
当
座
歌
稿
』
は
季
知
が
ま
と
め
た
資

料
と
思
わ
れ
る
が
、
月
次
歌
会
で
の
御
製
に
対
す
る
、
松
平
忠
敏
と
近
藤
芳
樹
に
よ
る
自

筆
の
添
削
資
料
で
あ
る
。
松
平
忠
敏
は
明
治
七
年
四
月
五
日
に
、
近
藤
芳
樹
は
明
治
八
年

五
月
十
日
に
そ
れ
ぞ
れ
歌
道
御
用
掛
に
任
命
さ
れ
た
。
本
資
料
で
は
、
近
藤
が
任
に
就
く

以
前
で
あ
る
が
、
明
治
七
年
二
月
か
ら
十
一
年
十
二
月
ま
で
が
収
め
ら
れ
る
。
但
し
、
明

治
十
年
の
添
削
が
存
在
し
な
い
。
添
削
の
方
法
で
あ
る
が
、
会
ご
と
に
二
人
で
分
担
を
す

る
の
で
は
な
く
、
同
一
の
御
製
を
松
平
と
近
藤
の
二
人
で
添
削
を
施
し
て
い
た
こ
と
が
窺

え
る
。
一
首
の
御
製
に
対
し
て
二
人
の
添
削
が
並
列
し
て
書
き
記
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な

く
、
別
々
に
添
削
を
書
き
記
し
た
資
料
が
後
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
四

七
頁
写
真
参
照
）。

『
明
治
天
皇
御
製
皇
后
御
歌
：
明
治
十
一
年
同
十
二
年
』
は
三
條
西
季
知
に
よ
る
、
明

治
十
一
年
か
ら
十
二
年
の
御
製
へ
の
添
削
資
料
の
書
き
留
め
で
あ
る
。
昭
憲
皇
太
后
の
御

歌
は
資
料
の
末
尾
に
ま
と
め
て
記
さ
れ
た
一
四
首
（
但
し
題
の
み
二
首
を
含
む
）
の
み
で
、

そ
れ
以
外
は
全
て
御
製
が
書
き
記
さ
れ
て
い
る
。
両
冊
と
も
一
部
を
除
き
三
條
西
に
よ
る

自
筆
の
資
料
で
あ
り
、『［
三
條
西
季
知
歌
稿
］』
と
同
じ
く
、
御
製
を
添
削
し
た
年
次
や
、

詠
出
さ
れ
た
会
な
ど
が
書
き
付
け
ら
れ
て
い
る
。

以
上
、
い
ず
れ
の
資
料
も
明
治
初
期
の
御
製
へ
の
添
削
が
実
際
に
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ

て
い
た
か
を
知
る
上
で
大
変
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
な
お
、『
明
治
天
皇
御
製
：
明
治
七

『［三條西季知歌稿］』（早稲田大学図書館所蔵）のうち明治三年の箇所。左頁の一
首目に御製と添削が記されている。
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年
至
十
二
年
月
次
并
当
座
歌
稿
』
と
『
明
治
天
皇
御
製
皇
后
御
歌
：
明
治
十
一
年
同
十
二

年
』
は
同
一
の
装
丁
が
施
さ
れ
た
資
料
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
「
宮
内
省
」
の
用
箋
を
用
い

て
い
る
こ
と
か
ら
、
三
條
西
が
歌
道
御
用
掛
の
任
に
就
い
て
い
た
際
に
使
用
し
て
い
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
題
箋
が
示
す
通
り
に
御
製
へ
の
添
削
資
料
だ
っ
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
資
料
に
よ
っ
て
、『
明
治
天
皇
御

集
』
が
明
治
十
一
年
以
前
と
し
た
御
製
に
つ
い
て
年
次
の
特
定
が
可
能
と
な
る
。

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
詳
細
な
年
次
を
特
定
す
る
資
料
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
御
集
で
は
明
治
十
一
年
以
前
の
御
製
が
ひ
と
ま
と
ま
り
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
三
條
西
が
こ
れ
ら
の
資
料
を
個
人
的
な
手
控
え
と
し
て
所
持
し
て
い
た
た
め
に
、

三
條
西
の
後
に
御
製
の
添
削
を
主
導
的
に
行
っ
た
高
﨑
正
風
が
引
き
継
が
な
か
っ
た
た
め

で
あ
ろ
う
か
。
当
然
そ
の
可
能
性
は
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
が
、
三
條
西
が
こ
こ
ま
で
詳

細
な
資
料
を
個
人
の
手
控
え
だ
け
の
た
め
に
書
き
留
め
た
と
は
考
え
に
く
い
。
お
そ
ら
く

何
ら
か
の
意
図
が
あ
っ
て
ま
と
め
た
も
の
だ
と
考
え
る
。
こ
れ
ら
の
疑
問
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
に
も
、
以
下
の
章
で
は
三
條
西
が
所
持
し
た
添
削
資
料
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た

い
。
ま
た
、
合
わ
せ
て
当
時
の
添
削
の
実
態
も
明
ら
か
に
す
る
。

二
、
三
條
西
の
添
削
方
法
に
つ
い
て

三
條
西
が
ど
の
よ
う
な
添
削
を
お
こ
な
っ
て
い
た
か
を
検
討
す
る
た
め
、
資
料
か
ら
読

み
取
れ
る
添
削
内
容
を
年
次
ご
と
に
示
す
と
以
下
の
通
り
と
な
る
。

明
治
三
年
〜
六
年
…
三
條
西
に
よ
る
単
独
の
添
削
。
添
削
資
料
は
『［
三
條
西
季
知
歌

稿
］』
の
み
存
す
る
。

明
治
七
〜
八
年
…
近
藤
芳
樹
、
松
平
忠
敏
が
添
削
。
添
削
資
料
は
『［
三
條
西
季
知
歌

『明治天皇御製：明治七年至十二年月次并当座歌稿』（早稲田大学図書館所蔵）。写真右、近藤芳樹の添削。写真左、
松平忠敏の添削。いずれの添削も明治八年二月前後の月次歌会の御製に対するもの。
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稿
］』『
明
治
天
皇
御
製
：
明
治
七
年
至
十
二
年
月
次
并
当
座
歌
稿
』
が
存
す
る
。

明
治
九
年
…
十
月
三
日
ま
で
は
松
平
の
み
の
添
削
だ
が
、
十
月
十
三
日
か
ら
は
貼
り
紙

で
近
藤
の
添
削
が
あ
る
。
但
し
、
明
治
七
〜
八
年
ま
で
と
異
な
っ
て
、
同
じ
御
製
を

二
人
で
添
削
す
る
の
で
は
な
く
、
交
互
に
単
独
で
添
削
を
行
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
い

ず
れ
か
一
方
の
添
削
し
か
記
載
が
な
い
。
数
ヶ
月
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、
例
外
的
と

言
え
よ
う
。
添
削
資
料
は
『［
三
條
西
季
知
歌
稿
］』『
明
治
天
皇
御
製
：
明
治
七
年

至
十
二
年
月
次
并
当
座
歌
稿
』
が
存
す
る
。

明
治
十
年
…
『［
三
條
西
季
知
歌
稿
］』
の
み
存
す
る
。『
明
治
天
皇
御
製
：
明
治
七
年

至
十
二
年
月
次
并
当
座
歌
稿
』
は
題
箋
に
よ
れ
ば
明
治
十
年
を
含
む
が
、
実
際
に
は

資
料
に
記
載
が
な
い
。

明
治
十
一
年
…
三
條
西
と
近
藤
と
松
平
の
三
人
で
添
削
に
あ
た
っ
て
い
る
。
添
削
資
料

は
『［
三
條
西
季
知
歌
稿
］』『
明
治
天
皇
御
製
：
明
治
七
年
至
十
二
年
月
次
并
当
座

歌
稿
』『
明
治
天
皇
御
製
皇
后
御
歌
：
明
治
十
一
年
同
十
二
年
』
が
存
す
る
。

明
治
十
二
年
…
三
條
西
が
単
独
で
添
削
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
高
﨑
な
ど
が
御
製
を

「
拝
見
」
し
た
記
載
が
度
々
見
え
る
。
添
削
資
料
は
『
明
治
天
皇
御
製
皇
后
御
歌
：

明
治
十
一
年
同
十
二
年
』
の
み
存
す
る
。

以
上
、
添
削
に
あ
た
っ
た
人
数
の
様
相
な
ど
か
ら
、
明
治
三
年
か
ら
六
年
、
明
治
七
年

か
ら
十
年
、
明
治
十
一
年
、
明
治
十
二
年
の
四
期
に
分
け
ら
れ
る
も
の
と
考
え
る
。
さ
ら

に
、
こ
れ
ら
の
添
削
資
料
に
加
え
て
、
宮
内
庁
宮
内
公
文
書
館
が
所
蔵
す
る
歌
会
始
や
月

次
歌
会
の
資
料
、
お
よ
び
『
明
治
天
皇
御
製
』
に
よ
っ
て
添
削
の
実
態
を
よ
り
詳
し
く
見

て
い
き
た
い
。

《
ア
》　

明
治
三
年
か
ら
六
年
ま
で
の
添
削
方
法

明
治
三
年
か
ら
六
年
ま
で
の
添
削
は
『［
三
條
西
季
知
歌
稿
］』
の
み
に
見
え
、
明
治
三

年
は
七
首
、
明
治
四
年
は
二
四
首
、
明
治
五
年
は
二
〇
首
、
明
治
六
年
は
二
五
首
の
御
製

に
対
し
て
添
削
が
施
さ
れ
て
い
る
。
三
條
西
は
明
治
三
年
十
一
月
八
日
に
歌
道
御
用
掛
に

任
じ
ら
れ
る
が
、
同
年
一
月
二
十
四
日
に
行
わ
れ
た
歌
会
始
の
御
製
を
す
で
に
添
削
し
て

い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
の
例
を
見
て
お
く
。
以
下
ゴ
シ
ッ
ク
で
示
し
た
箇
所
は
朱
筆
に

よ
る
書
き
入
れ
を
示
す
。
ま
た
句
点
、
濁
点
、
傍
線
や
注
記
等
は
私
に
よ
り
施
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
製

　
　

春〃
〃
〃
風
の
吹
に〃
〃
〃
〃
〃

つ
け
て
や
朝
日
影
霞〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

を
わ
け
て
み
ゆ
る
空
哉

こ
の
年
の
題
は
「
春
来
日
暖
」。
御
製
は
「
春
風
の
吹
に
つ
け
て
や
朝
日
影
霞
を
わ
け

て
み
ゆ
る
空
哉
」
で
あ
っ
た
の
を
「
吹
風
も
長
閑
に
な
り
て
朝
日
影
神
代
な
が
ら
の
春
を

し
る
哉
」
と
な
っ
て
い
る
。
御
製
を
生
か
し
な
が
ら
、
よ
り
題
に
即
し
た
も
の
と
な
る
よ

う
に
三
條
西
は
添
削
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
添
削
は
直
接
天
皇
が
記
さ
れ
た
御

製
に
墨
を
付
け
る
の
で
は
な
く
、
少
し
時
代
が
下
る
例
と
な
る
が
『
阪
正
臣
談
話
筆
記
』

に
よ
れ
ば
、
天
皇
の
御
製
は
税
所
敦
子
な
ど
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
、
そ
れ
が
下
げ
ら
れ
た

と
の
こ
と
で
あ
る
。『［
三
條
西
季
知
歌
稿
］』
は
三
條
西
の
自
筆
で
あ
る
の
で
、
さ
ら
に

女
官
が
書
写
し
た
資
料
を
自
分
で
写
し
、
そ
れ
に
添
削
を
施
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

で
は
、
添
削
は
そ
の
ま
ま
御
製
に
反
映
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
当
該
歌
に
関
し
て
は
三

條
西
に
よ
る
添
削
と
一
致
す
る
こ
と
が
、『
明
治
天
皇
御
集
』
に
収
め
ら
れ
た
御
製
に
よ

り
分
か
る
。
ま
た
、
歌
会
始
で
の
御
懐
紙
の
書
式
の
手
本
も
合
わ
せ
て
示
さ
れ
て
い
た
こ

風
も
長
閑
に
な
り
て

神
代
な
が
ら
の
春
を
し
る
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と
が
、
御
製
の
添
削
と
と
も
に
「
御
下
書
献
上
如
押
紙
」
と
し
た
書
き
入
れ
が
あ
る
こ
と

に
よ
っ
て
も
窺
い
知
れ
る
。
な
お
、
東
山
御
文
庫
に
は
明
治
天
皇
の
歌
会
始
の
御
懐
紙
が

収
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
明
治
三
年
分
を
欠
い
て
い
る
。
三
條
西
の
手
本
に
よ
っ
て
ど

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
か
が
推
測
で
き
る
の
で
、
以
下
に
「
押
紙
」
に
記
さ
れ
た
手
本

を
掲
出
す
る
。

　
　
　

詠
春
来
日
暖

　
　
　
　
　
　
　
　

歌

　
　

ふ
く
風
も
の
ど
か
に

　
　

な
り
て
あ
さ
日
か
げ
神

　
　

代
な
が
ら
の
春
を
し

　
　

留
嘉
奈

御
製
の
大
意
は
「
吹
風
も
の
ど
か
に
な
っ
て
、
神
代
の
ま
ま
の
変
わ
ら
な
い
春
を
感
じ

る
こ
と
で
あ
る
よ
」
と
考
え
ら
れ
る
。
歌
会
始
の
御
製
へ
の
添
削
は
、
明
治
三
年
の
み
で

な
く
、
こ
れ
以
後
も
毎
年
行
わ
れ
た
。
施
さ
れ
た
添
削
は
、
東
山
御
文
庫
に
現
存
す
る
歌

会
始
の
御
懐
紙
に
全
て
反
映
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
明
治
天
皇
は
三
條
西
の
添

削
に
対
し
て
取
捨
選
択
を
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
添
削
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ

と
が
窺
え
る
。
明
治
三
年
か
ら
六
年
ま
で
は
三
條
西
が
一
人
で
添
削
を
行
っ
て
い
た
。
い

か
に
三
條
西
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
か
が
、
こ
れ
ら
の
添
削
に
よ
っ
て
窺
い
知

れ
よ
う
。
な
お
、
歌
会
始
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
以
外
の
月
次
歌
会
や
内
々
の
御
会
に
つ
い

て
も
添
削
を
施
し
て
い
た
。
但
し
、
明
治
三
年
か
ら
六
年
ま
で
の
添
削
は
、
歌
会
始
を
は

じ
め
と
す
る
歌
会
に
つ
い
て
の
み
行
っ
て
お
り
、
明
治
天
皇
が
日
々
た
ゆ
み
な
く
詠
ま
れ

て
い
た
御
製
全
て
に
対
し
て
行
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が『［
三
條
西
季
知
歌
稿
］』

に
書
き
留
め
ら
れ
た
添
削
か
ら
窺
え
る
。
つ
ま
り
、
歌
会
始
を
は
じ
め
と
す
る
歌
会
に
出

明治天皇が明治九年に出詠された歌会始の御懐紙（東山御文庫所蔵『明治天皇御会始御懐紙』（勅封番号：185−1−3））
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詠
さ
れ
た
御
製
に
対
し
て
の
み
添
削
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

《
イ
》
明
治
七
年
か
ら
十
年
ま
で
の
添
削
方
法

明
治
七
年
か
ら
十
年
ま
で
の
添
削
は
『［
三
條
西
季
知
歌
稿
］』『
明
治
天
皇
御
製
：
明

治
七
年
至
十
二
年
月
次
并
当
座
歌
稿
』
に
見
え
、
明
治
七
年
は
六
五
首
、
明
治
八
年
は
五

三
首
、
明
治
九
年
は
四
三
首
、
明
治
十
年
は
『
明
治
天
皇
御
製
：
明
治
七
年
至
十
二
年
月

次
并
当
座
歌
稿
』
に
御
製
の
書
き
留
め
が
見
ら
れ
な
い
た
め
『
歌
稿
』
の
三
首
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
資
料
か
ら
見
出
せ
る
。

こ
の
期
間
の
添
削
で
あ
る
が
、
明
治
七
年
に
至
っ
て
そ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
方
法
が
採

ら
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
れ
ま
で
三
條
西
が
一
人
で
行
っ
て
い
た
添
削
が
、
会
に
よ
っ

て
分
担
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
歌
会
始
を
三
條
西
が
、
月
次
歌
会
を
近
藤
芳
樹
と
松
平

忠
敏
が
担
当
し
た
。
ど
の
よ
う
な
方
法
で
添
削
が
行
わ
れ
た
か
を
以
下
で
検
討
す
る
。

歌
会
始
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
三
條
西
が
添
削
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ま
で
の
方
法

と
異
な
り
、
他
の
御
用
掛
に
も
添
削
し
た
御
製
を
見
せ
て
い
た
こ
と
が
『［
三
條
西
季
知

歌
稿
］』
か
ら
推
測
さ
れ
る
。

　
　
　

新
年
望
山　
　
　
　
　

御
製

あ
た
ら
し
き
年
を
迎
へ
て
ふ
じ
の
ね
の
山〃
〃の
す
が
た
は〃
か〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

は
ら
ざ
り
け
り

右
、
美
静
、
芳
樹
、
忠
秋
、
忠
敏
等
へ
内
談
、
御
引
直
シ
申
上
ル
者
也
。
委
細
別

記
ニ
ア
リ
。

明
治
九
年
の
歌
会
始
の
御
製
へ
の
添
削
資
料
で
あ
る
が
、
福
羽
美
静
、
近
藤
芳
樹
、
渡

忠
秋
、
松
平
忠
敏
と
相
談
し
た
上
で
御
製
を
添
削
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
前

高
き

を
あ
ふ
ぎ
み
る
哉

頁
に
掲
げ
た
写
真
で
、
添
削
が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
こ
か
ら
は
、

三
條
西
が
一
人
で
添
削
に
あ
た
っ
て
い
た
明
治
六
年
ま
で
と
は
異
な
り
、
合
議
制
の
よ
う

な
形
式
で
添
削
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
よ
う
な
方
法
は
こ
の
年
だ
け
で
な

く
、
明
治
十
年
に
は
福
羽
美
静
、
高
﨑
正
風
、
渡
忠
秋
、
松
平
忠
敏
な
ど
へ
、
十
一
年
に

も
高
﨑
正
風
、
近
藤
芳
樹
な
ど
へ
相
談
し
た
上
で
添
削
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

次
に
、
月
次
歌
会
の
御
製
へ
の
添
削
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。『
明
治
天
皇
御
製
：
明

治
七
年
至
十
二
年
月
次
并
当
座
歌
稿
』
の
本
紙
一
丁
目
に
三
條
西
の
筆
で
年
次
と
添
削
者

の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
明
治
七
年
か
ら
八
年
は
近
藤
と
松
平
が
、

九
年
は
松
平
が
、
十
年
は
記
録
が
な
く
、
十
一
年
は
再
び
近
藤
と
松
平
に
よ
る
添
削
が
行

わ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、
九
年
は
近
藤
の
名
前
の
記
載
は
な
い
が
実
際
に
添
削
に

あ
た
っ
て
い
た
こ
と
が
『
明
治
天
皇
御
製
：
明
治
七
年
至
十
二
月
月
次
并
当
座
歌
稿
』
に

自
筆
の
添
削
資
料
が
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
窺
え
る
。
以
下
に
、『
明
治
天
皇
御

製
：
明
治
七
年
至
十
二
年
月
次
并
当
座
歌
稿
』
と
、
月
次
歌
会
に
実
際
に
詠
進
さ
れ
た
御

製
の
写
し
を
収
め
た
『
宮
中
月
次
並
京
都
華
族
等
詠
進
』
と
『
明
治
天
皇
御
製
』
を
比
較

す
る
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
に
し
て
添
削
が
行
わ
れ
た
か
を
示
し
た
い
。

《
明
治
八
年
二
月
十
三
日
月
次
歌
会
、
兼
題
「
筆
写
人
心
」》

【
近
藤
に
よ
る
添
削
（『
明
治
天
皇
御
製
：
明
治
七
年
至
十
二
年
月
次
并
当
座
歌
稿
』）】

①
か
き
の
こ
す
筆
の
す
さ
び
に
し
ら
れ
け
り
いヽ
まヽ
世
の
こ
と
を
末
に
つ
た
へ
て

【
松
平
に
よ
る
添
削
（『
明
治
天
皇
御
製
：
明
治
七
年
至
十
二
年
月
次
并
当
座
歌
稿
』）】

②
か
き
の
こ
す
筆
の
す
さ
み
に
し
ら
れ
け
り
今
世
の
こ
と
を
末
に
伝
へ
て

【
月
次
歌
会
で
詠
じ
ら
れ
た
御
製
（『
宮
中
月
次
並
京
都
華
族
等
詠
進

）
（1
（

』
の
う
ち
）】

む
か
し

に
あ
る
こ
と
を

上
、
現
在
、
下
、
未
来
、
御
照
応
い
か
ゞ
侍
ら
ん
か む

か
し

今
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③
か
き
の
こ
す
筆
の
す
さ
び
に
し
ら
れ
け
り
今
世
の
こ
と
を
す
ゑ
に
つ
た
へ
て

【『
明
治
天
皇
御
製

）
（1
（

』】

④
か
き
の
こ
す
筆
の
す
さ
び
に
し
ら
れ
け
り
む
か
し
の
こ
と
を
末
に
つ
た
へ
て

ま
ず
、
注
目
す
べ
き
は
、
③
の
月
次
歌
会
に
出
詠
さ
れ
た
御
製
に
は
、
近
藤
と
松
平
に

よ
る
添
削
が
全
く
反
映
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
先
に
、
季
知
の
歌
会
始
で
の
添
削

が
事
前
に
添
削
さ
れ
、
そ
れ
が
実
際
に
御
製
に
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
指
摘
し
た
が
、

こ
こ
で
は
そ
う
で
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
④
の
『
明
治
天
皇
御
製
』
を
見
る
と
、
①
、

②
で
施
さ
れ
た
添
削
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
推
測
で
き
る
こ
と
は
、
御
製
は
添

削
さ
れ
る
前
に
歌
会
に
出
詠
さ
れ
（
③
）、
そ
の
後
、
近
藤
と
松
平
に
よ
る
添
削
を
経
て

（
①
・
②
）、『
明
治
天
皇
御
製
』（
④
）
に
記
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
例
に
限
ら
ず
、
い
ず
れ
の
月
次
歌
会
で
の
御
製
も
同
じ
よ
う
な
状
況
で
あ
り
、
こ

の
よ
う
な
手
順
で
添
削
が
行
わ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
な
お
、
二
人
に
よ
る
添
削
は
①
・

②
の
よ
う
に
意
見
が
分
か
れ
る
場
合
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
①
で
は
下
句
は
「
む
か
し

世
に
あ
る
こ
と
を
末
に
つ
た
へ
て
」
で
、
②
は
「
む
か
し
の
こ
と
を
今
に
伝
へ
て
」
と
添

削
さ
れ
て
い
る
。
④
を
見
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
が
取
捨
選
択
さ
れ
「
む
か
し
の
こ
と

を
末
に
つ
た
へ
て
」
と
し
て
御
製
に
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
よ
う
に
意

見
が
分
か
れ
る
場
合
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
最
終
判
断
が
下
さ
れ
た
か
が
問
題
と
な
る

が
、
両
者
の
添
削
資
料
を
三
條
西
が
所
持
し
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
三
條
西
が
判

断
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
明
治
九
年
に
、
松
平
の
み
が
月
次
歌
会
の

添
削
に
あ
た
っ
て
い
た
資
料
か
ら
も
窺
え
る
。

 《
明
治
九
年
四
月
二
十
三
日
月
次
歌
会
、
兼
題
「
雲
雀
消
霞
」》

【
松
平
に
よ
る
添
削
（『
明
治
天
皇
御
製
：
明
治
七
年
至
十
二
年
月
次
并
当
座
歌
稿
』）】

⑤
春
霞
た
な
び
く
空
に
夕
ひ
ば
り
声
を〃
〃
〃
〃
〃

の
こ
し
て
立
の
ぼ
る〃
〃也

【
月
次
歌
会
で
詠
じ
ら
れ
た
御
製
（『
宮
中
月
次
並
京
都
華
族
等
詠
進

）
（1
（

』
の
う
ち
）】

⑥
春
霞
た
な
引
そ
ら
に
夕
ひ
バ
り
こ
ゑ
を
の
こ
し
て
立
の
ぼ
る
な
り

【『
明
治
天
皇
御
製
』】

⑦
春
霞
た
な
び
く
空
に
夕
雲
雀
こ
ゑ
ば
か
り
こ
そ
た
ち
の
ぼ
り
け
れ

歌
会
で
詠
ま
れ
た
御
製
（
⑥
）
が
、
松
平
に
よ
っ
て
⑤
の
よ
う
に
「
声
バ
か
り
こ
そ
立
の

ぼ
り
け
り
」
添
削
さ
れ
、
そ
れ
が
⑦
で
は
「
た
ち
の
ぼ
り
け
れ
」
と
し
て
、
⑤
の
「
の
ぼ

り
け
り
」
が
⑦
で
は
「
の
ぼ
り
け
れ
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
三
條
西
に
よ
っ
て
係
り

結
び
の
修
正
が
行
わ
れ
た
と
い
え
る
。

明
治
七
年
か
ら
同
十
年
ま
で
は
、
そ
れ
以
前
の
添
削
と
は
異
な
り
、
歌
会
始
と
月
次
歌

会
で
分
担
し
て
行
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
れ
は
、『［
三
條
西
季
知
歌
稿
］』
に

明
治
七
年
か
ら
同
十
年
の
月
次
歌
会
で
の
御
製
が
ほ
ぼ
書
き
留
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
も
窺
え
る
。
で
は
、
明
治
十
一
年
は
ど
の
よ
う
に
添
削
が
行
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

《
ウ
》
明
治
十
一
年
の
添
削
方
法

『
明
治
天
皇
御
製
皇
后
御
歌
：
明
治
十
一
年
同
十
二
年
』
は
、
歌
会
始
や
月
次
歌
会
の

御
製
へ
の
添
削
の
み
な
ら
ず
、
歌
会
以
外
の
御
製
も
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

『
阪
正
臣
談
話
筆
記
』
に
、
ほ
と
ん
ど
毎
日
の
よ
う
に
御
製
が
御
歌
所
に
下
げ
ら
れ
て
い

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
頃
か
ら
日
頃
詠
ま
れ
た
御
製
が
歌
道
御
用
掛
に

下
げ
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
明
治
十
年
ま
で
は
公
の
歌
会
で
の
御
製
の

み
の
添
削
で
あ
っ
た
が
、
明
治
十
一
年
以
降
は
公
の
会
に
限
ら
ず
に
御
製
の
添
削
を
行
っ

バ
か
り
こ
そ

り
け
り
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た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
を
示
す
よ
う
に
、『
明
治
天
皇
御
製
：
明
治
七
年
至
十
二
年
月

次
并
当
座
歌
稿
』
と
『
明
治
天
皇
御
製
皇
后
御
歌
：
明
治
十
一
年
同
十
二
年
』
に
は
二
三

九
首
の
御
製
が
見
出
せ
る
。

そ
れ
で
は
、
明
治
十
一
年
の
御
製
の
添
削
方
法
を
見
て
い
き
た
い
。
先
に
明
治
七
年
か

ら
十
年
ま
で
は
添
削
を
会
ご
と
に
分
担
し
て
行
っ
て
い
た
こ
と
を
述
べ
た
が
、
明
治
十
一

年
の
月
次
歌
会
で
は
以
下
の
よ
う
な
手
順
を
経
て
添
削
が
行
わ
れ
た
。

《
明
治
十
一
年
三
月
五
日
月
次
歌
会
、
兼
題
「
遙
峰
帯
晩
霞
」》

【
季
知
に
よ
る
添
削
（『
明
治
天
皇
御
製
皇
后
御
歌
：
明
治
十
一
年
同
十
二
年
』）】

⑧
此
夕
ミ〃
〃
〃
〃

わ
た
す
富
士
に〃
○

春
霞
た
な
引
色
ハ

の
ど
け
か
り
け
り

【
近
藤
に
よ
る
添
削
（『
明
治
天
皇
御
製
：
明
治
七
年
至
十
二
年
月
次
并
当
座
歌
稿
』）】

⑨
此
ゆ
ふ
べ
ふ
じ
の
高
ね
の
春
霞
た
な
び
く
い
ろ
ハ
の
ど
け
か
り
け
り

ま
こ
と
に
ゆ
ほ
び
か
な
る
お
ほ
ん
こ
と
の
葉
な
が
ら
、
四
句
た
な
び
く
見
れ
ば
、
と

侍
ら
バ
猶
め
で
た
く
侍
ら
ん
か

【
松
平
に
よ
る
添
削
（『
明
治
天
皇
御
製
：
明
治
七
年
至
十
二
年
月
次
并
当
座
歌
稿
』）】

⑩
此
ゆ
ふ
べ
ふ
じ
の
高
ね
に
春
霞
た
な
び
く
色
ハ
の
ど
け
か
り
け
り

　
　
　
　
　

可
否
こ
と
に
申
上
候
む
ね
侍
ら
ず

【
月
次
歌
会
で
詠
じ
ら
れ
た
御
製
（『
宮
中
月
次
並
京
都
華
族
等
詠
進

）
（1
（

』
の
う
ち
）】

⑪
此
夕
ふ
じ
の
高
ね
の
は
る
が
す
み
た
な
び
く
色
ハ
の
ど
け
か
り
け
り

【『
明
治
天
皇
御
製

）
（1
（

』】

⑫
こ
の
ゆ
ふ
べ
ふ
じ
の
高
ね
の
春
霞
た
な
び
く
ミ
れ
ば
の
ど
け
か
り
け
り

の
高
ね
に

明
治
七
年
か
ら
十
年
に
か
け
て
、
月
次
歌
会
に
出
詠
さ
れ
た
時
点
で
は
、
御
製
は
添
削

を
受
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
右
の
例
で
は
、
⑪
は
、
⑧
で
の
三
條
西
の
添
削
が
反
映

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
更
に
、
歌
会
後
に
近
藤
と
松
平
が
改
め
て
添
削
を
行
っ
た

こ
と
が
第
二
句
が
「
ミ
わ
た
す
富
士
に
」
で
は
な
く
「
富
士
の
た
か
ね
に
」
で
あ
る
こ
と

か
ら
窺
え
る
。
ま
た
、
⑨
で
の
「
た
な
び
く
い
ろ
ハ
」
と
あ
る
四
句
目
へ
の
近
藤
の
添
削

に
「
四
句
た
な
び
く
見
れ
ば
、
と
侍
ら
バ
猶
め
で
た
く
侍
ら
ん
か
」
と
あ
る
の
が
、
⑫
の

四
句
目
で
「
た
な
び
く
ミ
れ
ば
」
と
し
て
反
映
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
月
次
歌
会
で

は
、
ま
ず
歌
会
で
詠
ま
れ
る
以
前
に
三
條
西
が
添
削
し
、
そ
れ
が
歌
会
に
出
詠
さ
れ
、
そ

の
歌
会
の
後
に
近
藤
と
松
平
が
添
削
を
行
い
、
そ
れ
が
『
明
治
天
皇
御
製
』
に
反
映
さ
れ

た
。
つ
ま
り
、
二
段
階
で
添
削
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

歌
会
の
前
に
添
削
を
施
せ
ば
そ
れ
で
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
が
、
更
に
念
を

入
れ
て
会
の
後
に
添
削
を
行
う
こ
と
の
意
義
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

後
に
詳
し
く
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

以
上
か
ら
、
歌
会
に
よ
っ
て
分
担
し
て
い
た
添
削
は
、
明
治
十
一
年
に
至
っ
て
三
條
西

が
加
わ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
三
條
西
は
全
て
の
御
製
に
目
を
通
し
て
い
た

と
い
う
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

《
エ
》
明
治
十
二
年
の
添
削
方
法

明
治
十
二
年
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
明
治
十
二
年
は
、
今
ま
で
検
討
し
て
き
た
よ
う
に

『
明
治
天
皇
御
製
』
が
明
治
十
一
年
以
前
と
し
て
ひ
と
ま
と
ま
り
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
た

の
と
は
異
な
り
、
明
治
十
二
年
で
一
冊
に
御
製
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
明
治

十
二
年
に
至
っ
て
御
製
が
完
全
に
管
理
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
そ
し
て
、
明
治
十
二
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年
以
降
は
、
す
べ
て
年
次
ご
と
に
御
製
は
整
理
さ
れ
、
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

『
明
治
天
皇
御
製
皇
后
御
歌
：
明
治
十
一
年
同
十
二
年
』
の
三
条
西
の
御
製
添
削
の
書
き

留
め
に
は
『
明
治
天
皇
御
製
』
に
は
見
出
せ
な
い
御
製
が
何
首
か
指
摘
で
き
る
。

で
は
、
ど
の
よ
う
に
明
治
十
二
年
の
添
削
が
行
わ
れ
た
か
を
検
討
し
た
い
。
明
治
十
一

年
も
か
な
り
の
頻
度
で
添
削
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
明
治
十
二
年
で
は
、
そ
の
頻
度
は
よ

り
高
く
な
り
九
四
九
首
の
御
製
が
見
出
せ
る
。
添
削
し
た
日
付
を
一
覧
に
し
て
六
三
頁
の

別
表
（
に
示
し
た
。
添
削
の
頻
度
が
高
い
と
き
は
三
日
ご
と
の
間
隔
、
低
い
と
き
で
も
月

に
二
度
は
御
製
の
「
拝
見
（
添
削
）」
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
三
條
西
の
書
付
か
ら
窺
え

る
。
こ
れ
は
、『
御
歌
所
日
記
明
治
十
二
〜
十
四
年

）
（1
（

』
に
「
三
條
西
参
内
」
と
い
う
記
載

が
見
え
る
の
だ
が
、
こ
の
書
き
留
め
も
踏
ま
え
る
と
、『
御
歌
所
日
記
』
に
記
載
が
な
い

日
に
も
参
内
し
て
御
製
を
添
削
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
う
い
う
点
で
も
貴
重
と
い

え
る
。
ま
た
、
こ
の
年
は
度
々
体
調
を
崩
し
て
参
内
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の

際
に
は
息
子
で
あ
る
公
允
や
、
廣
幡
忠
秋
、
平
尾
諦
蔵
が
代
理
で
御
製
を
筆
写
し
た
こ
と

が
、
季
知
で
は
な
い
筆
跡
で
御
製
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
窺
え
る
。
で
は
、

こ
の
年
の
添
削
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
た
か
と
い
う
と
、
ほ
ぼ
単
独
で
行
っ
て
い
た

よ
う
だ
。
し
か
し
、
全
く
添
削
が
で
き
な
い
ほ
ど
に
体
調
が
不
良
で
あ
る
場
合
は
高
﨑
が

行
っ
て
い
た
こ
と
が
「
予
所
労
高
﨑
拝
見
也
」
と
い
う
書
付
に
よ
っ
て
分
か
る
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
三
條
西
は
自
身
が
添
削
し
て
い
な
い
御
製
に
つ
い
て
も
書
き
留
め
よ
う
と
す
る

意
志
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

明
治
十
二
年
で
は
、
そ
れ
ま
で
複
数
人
で
行
っ
て
い
た
添
削
が
、
再
び
明
治
三
年
か
ら

六
年
の
よ
う
に
三
條
西
が
単
独
で
行
っ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
な
お
、
歌
会
始
と

い
っ
た
重
要
な
公
の
会
で
は
、
近
藤
も
添
削
に
あ
た
る
な
ど
、
複
数
で
添
削
を
行
っ
て
い

た
こ
と
が
分
か
る
。

《
オ
》
添
削
の
姿
勢

《
ア
》
か
ら
《
エ
》
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
三
條
西
の
資
料
が
示
す
こ
と
は
、『
明
治

天
皇
御
集
』
の
明
治
十
一
年
以
前
の
御
製
の
年
次
を
明
ら
か
と
す
る
だ
け
で
な
く
、
御
製

へ
の
添
削
の
有
り
様
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
浮
き
彫
り
に
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
年
次
ご
と
に
添
削
の
方
法
が
変
化
し
て
い
る
が
、
共
通
し
て
い
る
態
度
は
単
独
で
の

添
削
を
な
る
べ
く
避
け
る
よ
う
に
行
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ほ
ど
に
細
心
の
注
意

を
払
っ
て
御
製
の
添
削
を
施
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
こ
う
し
た
複
数
で
同
一
の

御
製
の
添
削
に
あ
た
る
の
は
、
近
世
以
前
の
天
皇
や
公
家
に
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
く
、

多
く
の
資
料
が
現
存
す
る
。
三
條
西
は
こ
の
よ
う
な
近
世
以
前
の
姿
勢
を
踏
ま
え
て
、
御

製
へ
の
添
削
方
法
を
工
夫
し
た
の
だ
と
考
え
る

）
（1
（

。

と
こ
ろ
で
、
臣
下
が
天
皇
の
御
製
の
添
削
を
行
っ
た
と
い
う
事
実
に
対
し
て
、
最
も
気

に
な
る
の
が
、
臣
下
は
御
製
を
添
削
す
る
と
い
う
こ
と
に
憚
り
が
な
か
っ
た
の
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
三
條
西
が
複
数
人
で
添
削
に
あ
た
っ
た
理
由
の
一
つ
に
は
こ
の
よ
う
な
こ

と
が
背
景
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
先
に
、
添
削
が
ど
の
よ
う
な
方
法
で
行
わ
れ
た
か

を
検
討
し
た
が
、
こ
こ
で
は
三
條
西
の
記
述
を
基
に
ど
の
よ
う
な
態
度
で
も
っ
て
添
削
し

て
い
た
の
か
を
見
て
お
く
。

ま
ず
、
も
っ
と
も
公
の
目
に
触
れ
る
こ
と
と
な
る
歌
会
始
の
御
製
か
ら
見
て
み
た
い
。

三
條
西
が
歌
道
御
用
掛
に
任
じ
ら
れ
て
か
ら
全
て
の
歌
会
始
の
御
製
に
目
を
通
し
て
い
た

が
、
や
は
り
特
に
気
を
遣
っ
て
添
削
を
施
し
て
い
た
こ
と
が
以
下
の
文
言
か
ら
分
か
る
。

御
製
ノ
御
事
、
殊
ニ
先
達
書
ノ
御
題
、
其
余
ニ
モ
御
両
三
首
、
人
々
大
ニ
感
吟
申
上

候
儀
ニ
有
之
拝
見
仕
候
。
季
知
別
而
恐
悦
、
且
ハ
奉
畏
存
居
候
。
今
度
ノ
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御
製
モ
、
右
御
分
ニ
テ
題
ト
〳
〵
御
宜
ト
拝
見
仕
候
得
ド
、
御
会
始
ハ
、
猶
更
人
々
コ

ゾ
リ
テ
拝
見
仕
候
義
、
御
仁
徳
ノ
御
意
味
合
被
含
在
候
ハ
ヾ
、
別
テ
ノ
御
事
ニ
候
哉
。

即
チ
歌
ヲ
以
テ
人
心
ヲ
教
導
ノ
場
ニ
モ
有
之
候
哉
ト
恐
ナ
ガ
ラ
存
上
、
余
リ
御
引
直
シ

申
上
過
ニ
テ

思
召
ノ
程
モ
奉
恐
入
候
得
共
、
有
ノ
侭
、
恐
ヲ
顧
ズ
、
別
紙
申
上
試
奉
候

 

上
季
知

 

（『［
三
條
西
季
知
歌
稿
］』
明
治
五
年
）

御
製
は
宜
し
い
も
の
と
拝
見
し
た
が
、
歌
会
始
は
多
く
の
人
々
が
御
製
を
拝
見
す
る
機

会
な
の
で
、
そ
の
御
仁
徳
で
人
心
を
教
え
導
く
も
の
で
あ
る
と
存
じ
上
げ
る
も
の
で
あ
る

の
で
、
余
り
に
も
御
直
し
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
が
、
恐
れ
を
顧
み
ず
に
試
み
に
天
皇
に

奉
る
も
の
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。
実
際
に
、
添
削
前
の
御
製
は
「
吹
か
ぜ
の
光
に
つ
れ

て
あ
ら
た
な
る
春
の
日
か
げ
も
の
ど
か
な
り
け
り
」
で
あ
っ
た
の
が
、
添
削
後
は
「
日
に

そ
へ
て
け
し
き
や
は
ら
ぐ
は
る
の
風
よ
も
の
草
木
に
い
よ
ゝ
吹
せ
む
」
と
し
て
、
三
條
西

が
申
告
し
た
通
り
相
当
な
添
削
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
歌
会
始
に
は
天
皇
は
添
削
を
受
け

入
れ
ら
れ
、
添
削
後
の
形
で
懐
紙
を
詠
進
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
に
も
、
明
治
六
年
の
歌

会
始
の
添
削
で
は
、
以
下
の
よ
う
な
書
付
も
見
ら
れ
る
。

詠
新
年
祝
道
歌

年
た
ち
て
い
は
ふ
に

い
と
ゞ
す
ぐ
な
れ
と

我
世
の
道
を
思
ひ

計
留
哉

御
下
書
献
上
如
此
。

御
二
句
い
は
ふ
⃝に

い
よ
ゝ
ト
被
為
在
度
重
ル
ノ
処
、

昨
春
御
歌
会
始

日
に
そ
へ
て
け
し
き
や
は
ら
ぐ
春
の
風
よ
も
の
草
木
に
い
よ
ゝ
ふ
か
せ
ん

昨
秋
琉
球
人
被　

召
御
会
、

立
な
ら
ぶ
庭
の
梢
の
初
紅
葉
い
よ
〳
〵
そ
は
む
色
を
こ
そ
ま
て

右
い
よ
ゝ
ノ
御
詞
、
今
度
共
ニ
御
三
ヶ
度
ニ
相
成
奉
候
、
何
ト
カ
申
人
モ
可
有
之
哉
。

然
而
小
事
ノ
論
タ
ル
欤
。
但
聊
懸
念
ノ
間
、
福
羽
江
内
々
示
談
ノ
処
、
人
評
モ
如
何
、

依
而
い
と
ゞ
欤
、
為
在
可
然
欤
ノ
旨
返
答
也
。
則
其
分
ニ
清
書
申
候
■
者
也
。

 

（『［
三
條
西
季
知
歌
稿
］』
明
治
六
年
）

御
製
に
使
わ
れ
て
い
る
「
い
よ
ゝ
」
と
い
う
語
が
公
の
会
で
三
回
も
詠
み
込
ま
れ
る
こ

と
と
な
る
た
め
、
変
更
す
る
よ
う
に
進
言
し
て
い
る
。
こ
れ
は
念
を
入
れ
て
、
福
羽
美
静

に
も
「
示
談
」、
つ
ま
り
相
談
し
て
同
意
を
得
ら
れ
た
た
め
添
削
を
施
し
た
と
の
こ
と
で

あ
る
。
明
治
五
年
の
会
と
同
様
に
、
三
條
西
は
歌
会
始
の
御
製
へ
は
、
と
り
わ
け
て
細
心

の
注
意
を
払
っ
て
添
削
を
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
元
の
御
製
か
ら
か
け
離
れ
て

い
る
ほ
ど
の
添
削
で
あ
る
場
合
に
は
、
添
削
の
理
由
を
詳
細
に
説
明
し
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
。
な
お
、
歌
会
始
だ
け
で
な
く
月
次
歌
会
の
御
製
に
対
し
て
も
、
細
や
か
に
添
削
を

施
し
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

見
月　
　
　
　
　

御
製

⃝

村
雲
の
ま
よ
ひ
ハ
あ
れ
ど
秋
の
よ
の
こ
よ
ひ
の
月
を
み
る
を
た
の
し
む

第
四
五
ノ
を
差
支
間
敷
哉
。
ミ
る
ぞ
楽
し
き
ト
可
被　

遊
哉
旨　

御
沙
汰
也
。
左

ス
レ
バ
ミ
る
ぞ
楽
し
き
ト
可
被
為　

在
也
。
但
夫
ニ
テ
ハ
御
普
通
ノ
物
ニ
可
相
成
欤
。

　

天
子
ノ
御
哥
カ
ヽ
ル
巨
細
ノ
事
ニ
御
拘
リ
召
被
為　

左
方
御
直
欤
。
殊
、
を
ト

　

被
遊
候
処
、
至
極
感
吟
奉
ル
者
也
。
旁
以　

御
詠
出
之
侭
、
可
然
ノ
段
言
上
了
。

 

（『［
三
條
西
季
知
歌
稿
］』
明
治
四
年
八
月
十
五
日
御
当
座
）

八
十
五
御
当
座
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天
皇
が
五
句
目
を
「
ミ
る
ぞ
楽
し
き
」
と
詠
ま
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、「
み
る
を
た
の
し

む
」
と
添
削
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
御
製
に
ふ
さ
わ
し
い
詠
み
ぶ
り
に
な
る
と
の
説
明
を

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
公
の
会
を
重
視
す
る
意
識
が
、
明
治
七
年
以
降
の
複
数
で
添
削

を
行
う
方
法
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
考
え
る
。

そ
れ
で
は
、
三
條
西
自
身
で
は
な
く
、
他
者
が
添
削
を
加
え
る
場
合
は
ど
う
で
あ
っ
た

か
。
松
平
が
添
削
を
行
っ
た
、
明
治
九
年
五
月
十
三
日
の
月
次
歌
会
で
の
御
製
を
以
下
に

引
用
す
る
。

《
明
治
九
年
五
月
十
三
日
月
次
歌
会
、「
望
遠
鏡

）
（1
（

」》

【
添
削
前
】

く
も
り
な
く
を
ち
こ
ち
わ
た
す
遠
め
が
ね
我
世
を
さ
へ
に
て
ら
し
て
そ
み
る

【
添
削
後
（
松
平
）】

を
ち
こ
ち
の
く
ま
も
の
こ
さ
ぬ
遠
め
が
ね
我
世
の
末
も
う
つ
ら
ま
し
か
バ

【『
御
製
』
収
載
の
御
製
】

を
ち
こ
ち
の
く
ま
も
の
こ
さ
ぬ
と
ほ
め
が
ね
わ
が
よ
の
末
も
う
つ
ら
ま
し
か
ば

右
の
御
製
は
、
御
製
に
添
削
を
施
し
た
上
で
「
言
上
ノ
事
」
と
三
條
西
の
筆
跡
に
よ
る

付
箋
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。「
言
上
」
と
あ
る
の
で
、
天
皇
に
添
削
が
こ
れ

で
よ
い
か
ど
う
か
を
お
伺
い
す
る
と
い
っ
た
意
味
と
考
え
ら
れ
る
が
、
添
削
前
の
御
製
と

添
削
後
で
比
較
す
る
と
、
大
幅
な
添
削
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
同
様
の
例
が
、
明
治
九

年
九
月
二
十
三
日
の
月
次
歌
会
で
の
松
平
の
添
削
に
見
出
せ
る
。

《
明
治
九
年
九
月
二
十
三
日
月
次
歌
会
、「
風
送
菊
香

）
11
（

」》

【
添
削
前
】

い
つ
し
か
と
秋
の
け
し
き
に
か
は
り
つ
ゝ
庭
吹
か
ぜ
に
菊
の
香
ぞ
す
る

【
添
削
後
（
松
平
）】

い
つ
の
ま
に
秋
ハ
深
く
も
成
ぬ
ら
ん
庭
ふ
く
風
に
菊
の
香
ぞ
す
る

【『
御
製
』
収
載
の
御
製
】

い
つ
の
ま
に
あ
き
は
ふ
か
く（

マ
マ
）な

り
ぬ
ら
ん
庭
ふ
く
風
に
菊
の
か
ぞ
す
る

い
ず
れ
の
二
首
も
、
近
藤
が
添
削
を
行
っ
て
い
な
い
期
間
の
御
製
で
あ
る
。
ま
た
、
添
削

前
の
御
製
と
は
か
け
離
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
い
え
る
。
先
に
検
討
し
た
よ
う
に
、
松

平
と
近
藤
の
両
者
が
添
削
を
施
し
た
際
、
三
條
西
は
近
藤
の
添
削
を
採
用
し
て
い
た
の
で
、

松
平
の
み
が
添
削
を
す
る
場
合
に
は
不
安
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
添
削

を
そ
の
ま
ま
書
き
付
け
て
天
皇
に
お
返
し
す
る
だ
け
で
な
く
、
あ
え
て
添
削
を
施
し
た
旨

を
「
言
上
」
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
三
條
西
は
他
者
が
添
削

す
る
場
合
も
、
御
製
の
添
削
を
統
括
す
る
立
場
で
あ
っ
た
た
め
、
添
削
の
具
合
に
よ
っ
て

は
自
身
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
天
皇
に
説
明
を
行
っ
て
い
た
と
言
え
る
。
そ
し
て
、
天
皇

は
い
ず
れ
の
添
削
も
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
、『
明
治
天
皇
御
製
』
に
は
添
削
後

の
御
製
が
記
さ
れ
て
い
る
。

で
は
、
再
び
歌
会
始
の
添
削
に
戻
り
た
い
。
こ
の
時
は
、
三
條
西
が
基
本
的
に
は
一
人

で
添
削
に
あ
た
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
他
の
会
が
複
数
人
で
添
削
を
行
っ
て
い
た
こ
と
と

矛
盾
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
実
は
、
表
向
き
に
は
単
独
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
複
数
で

添
削
を
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
書
付
が
存
在
す
る
。

 

新
年
望
山　
　
　
　
　

御
製

あ
た
ら
し
き
年
を
迎
へ
て
ふ
じ
の
ね
の
山〃
〃の
す
が
た
は〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

か
は
ら
ざ
り
け
り

右
、
美
静
、
芳
樹
、
忠
秋
、
忠
敏
等
へ
内
談
、
御
引
直
シ
申
上
ル
者
也
。
委
細
別

記
ニ
ア
リ
。

 

（『［
三
條
西
季
知
歌
稿
］』
明
治
九
年
）

高
き

を
あ
ふ
ぎ
み
る
哉
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こ
れ
は
、
明
治
九
年
の
歌
会
始
の
御
製
へ
の
添
削
資
料
で
あ
る
が
、
福
羽
美
静
、
近
藤

芳
樹
、
渡
忠
秋
、
松
平
忠
敏
と
相
談
し
た
上
で
御
製
を
添
削
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

し
か
も
「
内
談
」
と
あ
る
よ
う
に
、
三
條
西
の
意
志
に
よ
っ
て
内
々
に
相
談
し
た
こ
と
が

分
か
る
。
先
に
も
掲
出
し
た
明
治
六
年
の
歌
会
始
で
も
、
福
羽
に
「
内
々
示
談
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
度
々
行
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
三
條
西
で
は
な
く
天
皇
の
御
意
志
に

よ
っ
て
添
削
を
相
談
す
る
旨
の
指
示
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
る
よ
う
だ
。
以
下
の
資
料
か
ら

窺
え
る
。

御
製　

　

新
年
祝
言　

旧
年
十
二
月
拝
見

⃝

あ
ら
玉
の
年
も
か
は
り
て〃
〃国
民
の
心
○
ひ
ら
く〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

る
世
を
祝
ふ
な
り

い
に
し
へ
の
世
々
に
か
は
□（

虫
　
損
）

□
□
を
得
て
人
の
心
も
い
や
ひ
ら
け
ま
し

近
藤
芳
樹
江
モ
拝
見
被　

仰
付
ノ
御
旨
也
。
則　

仰
ヲ
伝
ノ
処
、
同
人
御
引
直
シ

申
上
ル
、
如
朱
墨
。

愚
以
心
得
、
内
々
高
﨑
正
風
江
示
談
ノ
処
、
別
ニ
無
心
附
云
々
。
予
亦
同
然
之
間
、

御
下
書
献
上
了
。

⃝

右
桃
色
御
竪
帳
ヘ
写
ス
ム
。

（
以
下
上
段
書
キ
入
レ
）

　

御
下
書
写

詠
新
年
祝
言
歌

九
あ
ら
玉
の
年
も
か
は
り

八
■ぬ
け
ふ
よ
り
は
民
の

御
発
会

ぬ
け
ふ
よ
り
は　

や
い
と
　ゞ

け
む

八
こ
ゝ
ろ
や
い
と
ゞ
ひ

三
良
気
武

 

（『
明
治
天
皇
御
製
皇
后
御
歌
：
明
治
十
一
年
同
十
二
年
』
明
治
十
二
年
）

「
近
藤
芳
樹
江
モ
拝
見
被　

仰
付
ノ
御
旨
也
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
天
皇
の
命
に
よ
り

近
藤
に
添
削
を
依
頼
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
三
條
西
の
考
え
に
よ
っ
て
高
﨑
へ
も

添
削
を
見
せ
て
い
る
。

三
條
西
が
中
心
と
な
っ
て
御
製
の
添
削
を
行
っ
た
こ
と
は
今
ま
で
検
討
し
た
と
お
り
だ

が
、
実
は
三
條
西
以
外
が
中
心
と
な
っ
て
添
削
し
た
と
推
測
さ
れ
る
御
製
が
あ
る
。

昨
日
四
日
於
有
栖
川
親
王
家
御
会　

御
製
拝
見
被　

仰
付

　

水
辺
藤

⃝

す池む
水
に
影
を
う
つ
しせ

るて
藤
波
の
花
の
盛
ぞの

お
も
し
ろ
き
か
な

一
、
二
、
四
御
句
右
之
通
御
引
直
シ
申
上
了
。
昨
日
寒
ニ
テ
御
即
奥
右
福
羽

拝
見
之
処
、
御
初
句
勘
考
は
し
哉
。
福
羽
よ
り
内
談
。
則
、
愚
按
申
入
者
也
。

た打

か

す

む

ち
こ
も
る
梢
が
く
れ
を
通
ふ
也
此
舟
い
か
に
どの

ど
け
か
る

こ
へ
行
ら
む

御
結
句
ハ
福
羽
ノ
御
引
直
シ
申
上
ル
也
。

 

（『［
三
條
西
季
知
歌
稿
］』
明
治
八
年
五
月
四
日
）

初
め
の
御
製
に
つ
い
て
は
、
天
皇
よ
り
三
條
西
が
添
削
を
命
じ
ら
れ
た
も
の
だ
が
、
二

首
目
の
御
製
に
つ
い
て
は
「
福
羽
」
よ
り
内
談
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
福
羽
が
中
心
と
な
っ

て
添
削
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
三
條
西
は
福
羽
か
ら
内
談
が
な
け
れ
ば
こ

の
御
製
に
つ
い
て
は
添
削
を
施
す
こ
と
が
な
く
、
ま
た
御
製
を
書
き
留
め
る
機
会
が
な

か
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
、
福
羽
に
限
ら
ず
、
高
﨑
正
風
に
も
見

ら
れ
る
。

高
﨑
正
風
は
明
治
九
年
四
月
二
十
五
日
に
御
歌
掛
を
任
じ
ら
れ
、
奥
羽
巡
幸
に
随
行
し

〃
〃

〃
〃

〃

〃
〃
〃
〃
〃

〃
〃
〃
〃
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た
際
に
天
皇
の
御
製
を
拝
見
す
る
機
会
を
初
め
て
得
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
翌
年
に
は
、

西
南
戦
争
に
随
行
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
御
製
を
拝
見
す
る
旨
を
天
皇
よ
り

命
じ
ら
れ
た
こ
と
が
、
高
﨑
に
よ
る
半
生
を
振
り
返
っ
た
『
歌
も
の
が
た
り

）
1（
（

』
に
お
い
て

語
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
三
條
西
が
当
時
は
中
心
と
な
っ
て
添
削
を
行
っ
て
い
た
た

め
高
﨑
は
固
辞
し
て
い
た
が
、
三
條
西
か
ら
も
高
﨑
に
御
製
を
拝
見
し
て
ほ
し
い
旨
の
進

言
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
御
製
拝
見
を
引
き
受
け
、
そ
の
後
交
互
に
御
製
を
添
削
す
る
よ

う
に
な
っ
た
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
書
付
が
以
下
に
挙
げ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　

梅
雨
欲
晴　

於
西
京
修
学
院　
　

同

　
　

を
や
ミ
な
く
降
つ
ゞ
き
け〃
る
さ
み
だ
れ
も〃
〃
〃
〃

け
ふ
の
な
が
め
に〃
は
れ
む
と
す
ら
ん

右
ニ
御
句
ノ
事
、
松
平
忠
敏
江
内
談
ノ
処
、
予
、
同
意
也
。
け
る
、
た
る
ト
御

引
直
シ
申
上
。
三
、
四
句
、
高
風〃
正
風
心
附
也
。
其
分
ニ
御
引
直
シ
申
上
。

 

（『［
三
條
西
季
知
歌
稿
］』
明
治
十
年
）

こ
こ
で
は
、
三
條
西
が
松
平
に
「
内
談
」
し
て
添
削
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

れ
と
は
区
別
し
て
高
﨑
が
添
削
し
た
箇
所
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
天
皇
が
二

人
に
添
削
を
命
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
別
々
に
添
削
を
行
い
、
後
に
両
者
で
添
削
を
調
整
し
た

た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
高
﨑
が
主
導
と
な
っ
て
添
削
を
行
っ
た
例
も
見
出
せ
る
。

　 ⃝⃝
な
れ
〳
〵
て
誰〃
〃を
へ
だ
て〃
〃ん
心
に〃
〃ぞ

我
九
重
の
庭
の〃
〃友
つ
る

　
　
　
　

高
﨑
云
、
友
つ
る
ニ
テ
ハ
聊
弱
ク
可
有
候
欤
ト
云
々
。
尤
ノ
説
也
。

⃝

な
れ
〳
〵
て
隔
つ
こ
ゝ
ろ
も
な
か
り
け
り

（
御
製
）

た

の

も
け
ふ
は

﨑

てつ〃　
　

  

も
な
か
り
け
り

に
す
む

わ
が
九
重
の
庭
に
す
む
鶴

 

（『
明
治
天
皇
御
製
皇
后
御
歌
：
明
治
十
一
年
同
十
二
年
』
明
治
十
二
年
）

高
﨑
が
「
庭
上
鶴
馴
」
題
で
詠
ま
れ
た
御
製
の
結
句
に
対
し
て
「
友
つ
る
」
で
は
ふ
さ

わ
し
く
な
い
と
す
る
添
削
を
、
三
條
西
が
受
け
入
れ
て
い
る
。
こ
の
他
に
は
、
昭
憲
皇
太

后
へ
の
御
歌
の
添
削
の
例
で
あ
る
が
、『
明
治
天
皇
御
製
皇
后
御
歌
：
明
治
十
一
年
同
十

二
年
』
明
治
十
二
年
歌
会
始
の
御
歌
は
「
御
哥
高
﨑
拝
見
也
」
と
の
書
付
が
見
ら
れ
る
が
、

実
際
に
御
歌
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
同
じ
く
明
治
十
二
年
十
月
の
月
次
歌
会
で
は

「
十
月
御
月
次
高
﨑
正
風
拝
見
予
所
労
故
也
」
と
あ
り
高
﨑
が
添
削
を
行
っ
た
こ
と
は
分

か
る
の
だ
が
、
歌
会
始
同
様
に
題
の
み
が
記
さ
れ
て
お
り
御
歌
は
書
き
付
け
ら
れ
て
は
い

な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
添
削
が
分
担
さ
れ
た
場
合
、
三
條
西
が
主
導
と
な
っ
て
い
な
い
御

製
に
つ
い
て
は
、
三
條
西
に
相
談
な
ど
が
な
い
限
り
高
﨑
が
単
独
で
行
っ
た
こ
と
が
推
測

さ
れ
る
。

以
上
、
三
條
西
季
知
が
所
持
し
て
い
た
添
削
資
料
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
時

の
添
削
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
。『
明
治
天
皇
御
集
』
で
は
年
次
不
明
な
年
と
し
て
一

括
さ
れ
た
時
代
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
三
條
西
に
よ
っ
て
御
製
と
そ
の
添
削
の
過
程
が
詳

細
に
書
き
綴
ら
れ
、
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
単
独
で
御
製
を
添
削

す
る
の
で
は
な
く
、
複
数
人
で
添
削
を
行
う
な
ど
、
慎
重
に
添
削
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と

も
窺
え
る
。
ま
た
、
自
身
が
添
削
し
た
以
外
の
御
製
に
つ
い
て
も
最
大
限
に
書
き
留
め
る

よ
う
努
め
て
い
た
こ
と
も
、
本
資
料
か
ら
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

御
製
の
年
次
が
不
明
で
あ
る
と
さ
れ
た
明
治
十
一
年
以
前
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
年
次

が
不
明
で
は
な
い
の
で
あ
っ
た
。
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三
、『
明
治
天
皇
御
集
』
編
纂
の
意
識

前
章
で
は
明
治
初
期
の
添
削
の
実
態
を
検
討
し
、
こ
れ
に
よ
り
『
明
治
天
皇
御
集
』
の

明
治
十
一
年
以
前
の
御
製
が
添
削
の
過
程
を
含
め
て
、
年
次
が
お
お
よ
そ
判
明
す
る
こ
と

を
指
摘
し
た
。
御
集
の
明
治
十
一
年
以
前
の
年
次
は
上
段
の
表
の
通
り
と
な
る
。
た
だ
、

三
條
西
の
資
料
に
よ
っ
て
も
不
明
な
年
次
の
御
製
が
存
在
す
る
。
こ
れ
は
な
ぜ
か
。
こ
こ

で
末
尾
の
御
製
「
京
都
よ
り
か
へ
り
け
る
船
の
中
に
て
」
と
題
さ
れ
た
「
あ
づ
ま
に
と
い

そ
ぐ
船
路
の
波
の
上
に
う
れ
し
く
見
ゆ
る
ふ
じ
の
芝
山
」
に
注
目
し
た
い
。
実
は
こ
の
御

製
は
、『
歌
も
の
が
た
り
』
で
明
治
天
皇
と
高
﨑
が
西
南
戦
争
か
ら
東
京
へ
戻
る
船
中
で

の
や
り
取
り
で
示
さ
れ
る
一
首
で
あ
る
。
こ
れ
に
従
え
ば
明
治
十
年
の
御
製
で
あ
る
こ
と

が
分
か
る
。
つ
ま
り
、
先
に
も
検
討
し
た
が
、
高
﨑
が
主
導
と
な
っ
て
分
担
し
た
添
削
に

つ
い
て
は
、
高
﨑
か
ら
三
條
西
に
相
談
な
ど
が
な
い
限
り
、
三
條
西
は
把
握
で
き
な
か
っ

た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
証
拠
と
し
て
、
高
﨑
が
随
行
し
て
御
製
を
拝
見
し
た
明
治

十
年
の
御
製
に
つ
い
て
は
、
三
條
西
が
所
持
し
た
資
料
に
ほ
と
ん
ど
見
出
す
こ
と
が
で
き

な
い
。
年
次
が
不
明
な
御
製
は
、
明
治
十
年
以
降
に
高
﨑
が
単
独
で
添
削
を
行
っ
た
も
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
御
集
が
明
治
十
一
年
以
前
と
し
な
が
ら
、
上
段
の

表
で
示
し
た
よ
う
に
実
際
に
は
明
治
十
二
年
の
御
製
が
混
ざ
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

高
﨑
が
三
條
西
の
所
持
し
て
い
た
御
製
の
記
録
を
共
有
し
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

だ
か
ら
こ
そ
、『［
三
條
西
季
知
歌
稿
］』
で
の
御
製
が
、
御
歌
所
が
編
纂
し
た
明
治
天
皇

の
全
歌
集
で
あ
る
『
明
治
天
皇
御
製
』
か
ら
抜
け
落
ち
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の

こ
と
か
ら
考
え
る
と
、『
明
治
天
皇
御
製
』
は
、
三
條
西
が
主
導
で
あ
っ
た
明
治
十
一
年

以
前
と
、
高
﨑
が
主
導
と
な
っ
た
明
治
十
二
年
以
降
で
は
全
く
意
味
合
い
が
異
な
る
事
が

年　　　次 会　な　ど 題 御　　　　　　　製
明治（年 歌会始 新年望山 新しき年を迎へてふしのねの高きすかたを仰きみるかな
明治（（年 歌会始 鴬入新年語 あたらしき年のほきこといふ人におくれぬけさの鴬のこゑ
明治5年 歌会始 風光日々新 日にそひてけしきやはらく春の風よもの草木にいよゝふかせむ
明治（（年（月（日 三條西による添削 寒香亭にて梅を見て まさかりの梅の林にさす月のかけさへかをる春のゆふくれ
明治（（年4月（（日 三條西による添削 梅のもとに篝をたかせて 白妙のうめもかゝりにてらされて薄紅ににほふよはかな
明治（（年（月5日 三條西による添削 をりにふれて おみともと駒はせゆけは大庭のうめの匂をちらすはる風

─ ─ 浦夏月 波のうへに見るより涼し須磨のうらの松のこのまの夏のよの月

明治（（年（月（（日 三條西による添削 駒をはせてゆきけるに蓮池
に月のうつりて見えけれは はちすはの露にやとれる夕月の光すゝしき池のおもかな

─ ─ 秋夜長 秋の夜のなかくなるこそたのしけれ見る巻々の数をつくして
明治（（年（0月（日 三條西による添削 霧中鴈 秋山のふもとも見えぬ夕霧にこゑのミわたる鴈のひとつら

─ ─ 庭菊 この秋もところところにきくの花うゑてたのしむ九重のには

─ ─ ある夜侍補の輩をめしあつ
めて あきのよの長きにあかすともし火をかゝけて文字をかきすさみつゝ

─ ─ 寒月 ふけゆけはいよいよ寒し浅茅生の霜にきらめく冬のよの月
明治（年（月（日 内の御会 国 人もわれも道を守りてかはらすはこの敷島の国はうこかし
明治（年（月（（日 月次御会 日本武尊 まつろはぬ熊襲たけるのたけきをもうち平けしいさを雄々しも

─ ─ 述懐 いにしへのふみ見るたひに思ふかなおのかをさむる国はいかにと

明治（（年（（月（（日 三條西による添削 近きころ作りし宇都の山の
洞道をすきて をくるまのをす巻きあけてみわたせは朝日に匂ふ富士の白雪

─ ─ 京都にありて 住みなれし花のみやこの初雪をことしは見むと思ふたのしさ

─ ─ 嵐山の木の葉をあつめて香
となしたるをたきて ふるさとの木々の落葉のたま物を袖にとむるも嬉しかりけり

─ ─ 京都よりかへりける船の中
にて あつまにといそく船路の波の上にうれしく見ゆるふしの芝山

『明治天皇御集』に収められた明治十一年以前の御製を順と表記をかえずに抜き出した。「三條西による添削」とは三條西が添削した日
付を示す。なお、不明分については「─」で示した。また、表にした都合により御製の表記のうち繰り返し記号の「 〳 〵」のみについ
ては文字に置きかえた。
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分
か
る
。
つ
ま
り
、『
明
治
天
皇
御
製
』
は
高
﨑
に
よ
っ
て
添
削
さ
れ
た
全
て
の
御
製
を

ま
と
め
た
も
の
と
言
え
る
。
そ
れ
以
前
に
つ
い
て
は
、
三
條
西
以
外
が
所
持
し
て
い
た
御

製
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
れ
は
、
制
度
の
整
わ
な
い
三
條
西
の
時

代
で
は
御
製
の
管
理
が
行
き
届
か
ず
、
高
﨑
の
時
代
と
な
っ
て
か
ら
御
製
の
管
理
の
制
度

が
整
え
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
ま
た
、
高
﨑
が
主
導
的
な
立
場
と

な
っ
て
か
ら
全
歌
集
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
『
明
治
天
皇
御
製
』
を
毎
年
ま
と
め
た
こ
と
は
、

将
来
的
に
御
集
の
編
纂
を
意
図
し
て
の
こ
と
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
現
在
残

さ
れ
て
い
る
資
料
か
ら
は
、
高
﨑
が
御
集
編
纂
の
筋
道
を
つ
け
た
と
推
測
で
き
る
の
で
あ

る
。で

は
、
三
條
西
に
は
全
く
こ
の
よ
う
な
意
図
が
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
三
條
西
が
御

製
を
こ
れ
ほ
ど
に
念
入
り
に
添
削
を
し
た
の
は
、
単
に
自
身
の
記
録
と
し
て
残
し
て
お
く

た
め
だ
け
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
そ
う
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
る
。
そ
の
根

拠
と
な
る
の
が
、『
明
治
天
皇
御
製
皇
后
御
歌
：
明
治
十
一
年
同
十
二
年
』
の
一
冊
目
に

見
え
る
三
條
西
の
書
付
で
あ
る
。

＼
う
き
塵
の
花

白
金
砂
子
御
横
帳　
　

一
之
上

樺
御
竪
帳　
　
　
　
　

一
之
下　

明
治
六
年
ニ
至
リ　

御
製　
但
明
治
七
年
十
二
月
初
会
ノ
御
製

此
中
□
□　

御
製
之
末
ニ
ア
リ

黄
御
横
帳　
　
　
　
　

 

二
之
上
─ 

明
治
七
年
以
来
■
■
毎
月
御
会　

御
製　

御
会
始
并
紀

元
節
天
長
節
等
之
題　

御
製
等
題

薄
紅
御
竪
帳　
　
　
　

二
之
下
─
明
治
七
年
以
来
毎
月
御
会
惣　

御
製

紫
御
横
帳　
　
　
　
　

三
之
上　

明
治
十
年
以
来
別
紙　

御
製
等
題

萌
木
御
竪
帳　
　
　
　

三
之
下　

明
治
十
年
以
来
別
紙　

御
製　

惣　

御
製

　

以
上
六
冊
也　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

誹
出

他
ハ
被
下

御
製　
　
　
　
　

御
写
稿

皇
后
御
歌

　

右
自
奉
書
表
紙

　

貴
■春
堺
紙
也

＼
明
治
十
一
十
二
十
九
■

　

御
前
へ
献
上
了

＼
写
一
冊
同
日
力
石
へ

　

渡
置
了

こ
れ
は
、『
う
き
塵
の
花
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』
と
い
う
歌
集
を
書
き
付
け
た
資
料
の
体
裁
と
そ
の
内
訳
と

考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
内
容
は
三
條
西
の
書
付
に
よ
っ
て
、
明
治
天
皇
の
明
治
十
一

年
ま
で
の
御
製
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
明
治
六
年
以
前
の
御
製
は

「
白
金
砂
子
御
横
帳
」
と
「
樺
御
竪
帳
」
に
、
明
治
七
年
か
ら
明
治
九
年
ま
で
の
御
製
は

「
黄
御
横
帳
」
と
「
薄
紅
御
竪
帳
」
に
、
明
治
十
年
以
降
の
御
製
は
「
紫
御
横
帳
」
と

「
萌
木
御
竪
帳
」
に
ま
と
め
た
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、
御
製
集
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ

う
。
ま
た
「
明
治
十
一
十
二
十
九
御
前
へ
献
上
了
」
と
あ
る
の
で
、
明
治
十
一
年
十
二
月

十
九
日
に
、
そ
れ
ま
で
に
ま
と
め
た
御
製
集
『
う
き
塵
の
花
』
を
天
皇
に
献
上
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。
な
お
、
献
上
後
も
引
き
続
き
『
う
き
塵
の
花
』
が
ま
と
め
ら
れ
た
よ
う
で
、

『
明
治
天
皇
御
製
皇
后
御
歌　

明
治
十
一
年
同
十
二
年
』
に
は
御
製
の
添
削
の
書
付
と
と

も
に
「
以
上
御
三
首
桃
色
表
紙
御
写
ス
ム
」
と
い
っ
た
書
き
入
れ
が
し
ば
し
ば
見
出
す
こ

と
が
で
き
、
あ
る
程
度
御
製
が
ま
と
ま
っ
た
ら
「
桃
色
表
紙
」
な
ど
に
書
き
写
し
て
い
た

こ
と
が
窺
え
る
。
以
上
か
ら
、
三
條
西
が
所
持
し
て
い
た
『［
三
條
西
季
知
歌
稿
］』、『
明

治
天
皇
御
製
：
明
治
七
年
至
十
二
年
月
次
并
当
座
歌
稿
』、『
明
治
天
皇
御
製
皇
后
御
歌
：
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明
治
十
一
年
同
十
二
年
』
が
御
集
編
纂
の
下
資
料
と
な
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
つ
ま

り
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
ま
と
め
た
意
図
は
『
う
き
塵
の
花
』
と
い
う
御
集
編
纂
で
あ
っ
た

と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
、
三
條
西
に
よ
る
御
集
編
纂
の
意
図
を
裏
付
け
る
の
が
、
明
治
七
年
以
降

に
見
ら
れ
る
月
次
歌
会
で
の
御
製
へ
の
添
削
方
法
で
あ
る
。
二
章
で
検
討
し
た
と
お
り
、

天
皇
が
出
詠
し
た
後
に
も
添
削
が
加
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
通
常
で
あ
れ

ば
、
歌
会
に
出
詠
す
る
以
前
の
添
削
が
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
特
に
明
治
七
年
か

ら
十
年
で
は
出
詠
前
は
全
く
添
削
を
せ
ず
、
出
詠
後
に
添
削
を
行
う
と
い
う
こ
と
が
見
ら

れ
た
。
こ
れ
は
、
歌
会
始
で
の
添
削
が
会
の
以
前
に
行
わ
れ
る
こ
と
と
全
く
逆
の
こ
と
と

い
え
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
さ
れ
た
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
、
御
集
編
纂
を
見

据
え
て
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、
御
製
が
公
と
な
る
こ
と
を
想
定
し
て

）
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、
月

次
歌
会
で
は
一
見
す
る
と
矛
盾
す
る
よ
う
な
添
削
の
方
法
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い

か
。
こ
れ
は
、
三
條
西
が
早
い
段
階
で
御
集
を
意
識
し
て
い
な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
で

あ
る
。
御
集
編
纂
の
た
め
の
添
削
は
、
明
治
の
初
期
の
頃
か
ら
す
で
に
行
わ
れ
て
い
た
と

言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
下
地
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
ら
の

三
條
西
が
ま
と
め
た
資
料
が
高
﨑
に
引
き
継
が
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
当
時
の
御
歌
掛
に

は
三
條
西
の
意
識
は
引
き
継
が
れ
、
明
治
十
二
年
と
い
う
三
條
西
と
高
﨑
の
両
者
が
添
削

に
携
わ
っ
た
年
に
、
御
集
を
年
次
ご
と
に
ま
と
め
る
と
い
う
制
度
が
確
立
さ
れ
た
も
の
と

考
え
る
。

お
わ
り
に

明
治
天
皇
御
製
の
初
期
の
中
心
的
な
指
導
者
で
あ
っ
た
三
條
西
季
知
は
、
早
稲
田
大
学

図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
資
料
群
に
よ
っ
て
、
詳
細
な
御
製
の
添
削
の
記
録
を
残
し
て
い
た

こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
三
條
西
の
後
の
指
導
者
で
あ
っ
た
高
﨑
に
よ
る
添
削
の
記

録
が
現
在
見
出
せ
な
い
た
め
、
当
時
の
添
削
の
過
程
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
大
変
貴

重
な
資
料
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
明
治
天
皇
の
全
歌
集
で
あ
る
『
明
治
天
皇
御
製
』

に
も
収
載
さ
れ
な
い
新
出
の
御
製
が
三
條
西
の
資
料
か
ら
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ

ら
の
資
料
が
示
す
こ
と
は
、『
明
治
天
皇
御
集
』
が
明
治
十
一
年
ま
で
を
ひ
と
ま
と
ま
り

と
す
る
よ
う
に
、
詳
細
な
記
録
を
持
た
な
い
期
間
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
た
時
期
が
、
実
は

そ
う
で
は
な
く
、
す
で
に
御
集
編
纂
を
意
図
す
る
、
そ
の
後
の
御
歌
所
の
方
針
を
定
め
た

重
要
な
期
間
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
現
在
残
さ
れ
て
い
る
御
集
の
下

資
料
と
な
っ
た
『
明
治
天
皇
御
製
』
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
事
実
で
あ
っ
た
。
明
治
十
二

年
と
い
う
年
は
、
高
﨑
が
中
心
と
な
っ
た
こ
と
を
期
に
御
歌
掛
の
制
度
が
変
わ
っ
た
と
い

う
の
で
は
な
く
、
三
條
西
が
何
年
も
か
け
て
整
え
た
制
度
が
固
ま
っ
た
年
と
い
え
る
の
で

は
な
い
か
。
だ
か
ら
こ
そ
、『
明
治
天
皇
御
製
』
は
明
治
十
二
年
以
降
に
年
次
ご
と
に
御

製
を
ま
と
め
る
と
い
う
書
式
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
三
條
西

に
よ
る
早
期
か
ら
の
御
集
編
纂
の
意
識
が
結
実
し
た
結
果
と
も
い
え
る
。
そ
し
て
、
三
條

西
が
早
く
か
ら
御
集
を
目
的
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
近
世
以
前
の
天
皇
が
御
集
を

編
ま
れ
て
い
た
と
い
う
伝
統
に
基
づ
い
た
た
め
で
は
な
か
っ
た
か
。
近
世
以
前
で
は
、
三

條
西
が
用
い
た
方
法
の
よ
う
に
何
人
も
が
同
じ
和
歌
の
添
削
に
あ
た
り
、
ま
た
、
歌
会
の

出
詠
後
に
添
削
を
加
え
る
と
い
う
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
天
皇
の
御
製
に
つ
い

て
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
和
歌
の
伝
統
を
踏
ま
え
て
、
三
條
西
は
御
製
の

添
削
に
あ
た
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
添
削
と
い
う
行
為
が
歌
集
を
編
む
た
め
の

一
連
の
所
為
で
あ
る
こ
と
は
、
三
條
西
に
と
っ
て
は
自
然
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ

る
。『
明
治
天
皇
御
集
』
は
、
こ
の
よ
う
な
和
歌
の
伝
統
に
基
づ
く
意
識
か
ら
浮
か
び
上
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が
っ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
三
條
西
が
残
し
た
資
料
は
、
近
世
以
前
か
ら
続
く
伝

統
的
な
添
削
の
有
り
様
と
、
御
集
編
纂
の
過
程
を
も
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。

注（
（
）　

宮
内
庁
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
『
明
治
天
皇
御
製
数
調
』（
大
正
・
昭
和
期
。
識
別
番
号
、

三
七
一
四
二
、
三
七
一
四
三
）
に
よ
れ
ば.

九
万
四
千
九
四
首
で
あ
る
。
な
お
、
清
水
裕
介

『
明
治
天
皇
御
製
の
公
開
と
「
聖
蹟
」
─
田
中
光
顕
・
児
玉
四
郎
の
活
動
の
事
例
と
し
て
─

（『
パ
ル
テ
ノ
ン
多
摩
博
物
館
部
門
研
究
紀
要
』
第
一
一
号
、
二
〇
一
三
年
）
に
指
摘
が
あ
る
。

（
（
）　

宮
内
庁
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
。
宮
内
省
臨
時
編
纂
部
『
明
治
天
皇
御
集　

上
・
中
・
下
』

（
大
正
八
年
）。
識
別
番
号
、
七
〇
五
二
三
〜
七
〇
五
二
五
。

（
（
）　

宮
内
庁
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
。
臨
時
帝
室
編
修
局
作
成
（
大
正
期
）。
識
別
番
号
、
三
七

五
〇
五
。

（
4
）　

明
治
九
年
に
宮
内
省
侍
講
局
に
文
学
御
用
掛
が
設
置
さ
れ
、
明
治
十
九
年
の
侍
従
職
御
歌

掛
の
設
置
を
経
て
、
御
歌
所
は
明
治
二
十
一
年
六
月
に
設
置
さ
れ
た
。

（
5
）　

宮
内
庁
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
。
臨
時
帝
室
編
修
局
作
成
（
大
正
写
）。
全
一
〇
七
冊
。
識

別
番
号
、
三
七
〇
三
五
〜
三
七
一
四
一
。

（
（
）　

宮
内
庁
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
。
御
歌
所
作
成
（
大
正
期
）。
識
別
番
号
、
七
〇
八
〇
一
〜

七
〇
九
一
四
。

（
（
）　

宮
内
庁
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
。
御
歌
所
作
成
（
大
正
期
）。
識
別
番
号
、
七
〇
七
五
九
。

（
（
）　

宮
内
庁
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
。
御
歌
所
作
成
。
識
別
番
号
、
二
四
四
〇
七
。
清
水
裕
介
前

掲
論
の
指
摘
に
よ
る
。
ま
た
、
昭
憲
皇
太
后
の
御
集
は
「
玉
兎
」
と
呼
称
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、

宮
内
庁
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
の
『
昭
憲
皇
太
后
御
集
稿
本　

附
表
玉
兎
御
文
章
』（
大
正
期
、

識
別
番
号
、
七
一
三
九
九
）
に
よ
っ
て
分
か
る
。

（
（
）　

早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
。
請
求
記
号
、
へ　

〇
二　

〇
四
八
六
七　

〇
〇
二
八
。
以
下
、

早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
本
は
、
早
稲
田
大
学
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（http://w

w
w

.
w

ul.w
aseda.ac.jp/kotenseki/

）
に
拠
っ
た
。

（
（0
）　

早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
。
請
求
記
号
、
へ　

〇
二　

〇
四
八
六
七　

〇
〇
二
九
。

（
（（
）　

早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
。
請
求
記
号
、
へ　

〇
二　

〇
四
八
六
七　

〇
〇
三
〇
。

（
（（
）　

宮
内
庁
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
。
御
歌
所
作
成
『
宮
中
月
次
並
京
都
華
族
等
詠
進
三
六
』。

識
別
番
号
、
七
六
〇
五
八
。
本
来
、
東
山
御
文
庫
所
蔵
の
宸
筆
の
御
製
に
拠
る
べ
き
と
こ
ろ
だ

が
、
注
（
（（
）、（
（4
）、（
（5
）
に
あ
た
る
分
が
欠
け
て
い
る
た
め
、
宮
内
庁
宮
内
公
文
書
館
の

所
蔵
資
料
に
拠
っ
た
。
注
（
（（
）、（
（0
）
の
御
製
に
つ
い
て
は
東
山
御
文
庫
所
蔵
の
短
冊
が
存

す
る
た
め
こ
れ
に
拠
っ
た
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め
、
月
次
歌
会
で
の
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詠
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公
と
な
る
と
は
い
い
難
い
。



【別表１】
年　次 会 歌　題 御製（添削前） 御製（添削後）

明治3年6月13日 御当座 夏月 すゞしくとたちいでミれば夏の夜の月も木間にあらはれにける すゞしくとたちいでミれば夏の夜の月も木間にあらはれにけり
明治3年 ─ 菊始開 吹上の庭に植そふしら菊もことしハ花も咲はじむなり 吹上の庭に植そふしら菊のことしハ花も咲そむるなり
明治3年 ─ 初雪 冬くれば庭もひとつにつもらむとひとり待けるはつ雪の色 冬くれば庭もひとつにつもらむとひとり待れしはつ雪の色
明治3年 ─ 水鳥多 山ざとの堀にもミつる水とりの鳴ねさだめずあそぶ冬かな 山ざとの堀におりつる水とりの鳴ねあまたにあそぶ冬かな
明治3年11月13日 御当座 書 むかしより書をよミてや天下治る事も人ハしるなり むかしより書よミてこそ天下治る事も人ハしるなれ
明治3年11月23日 御当座 神祇 むかしより御国の神のまつりとてはやけふ明ると思ふ冬かな むかしより御国の神の神まつりはやけふ明ると思ふ冬かな
明治3年12月3日 御当座 神楽 かゞり火をたきてミまへに神楽うたうたふ声こそいとすさまじき かゞり火をたきてミまへに神楽うたうたふ声こそいとすミにけれ
明治3年12月13日 御当座 月前雪 さしそふるこよひの月に雪かげを光てミゆる冬のよるかな さしそふるこよひの月に雪さへも光さやけき庭の面かな
明治3年12月23日 御当座 年内鴬 冬ながらはやくも出るうぐひすの声も木末にきこゆなりけり 冬ながらはやくも出るうぐひすの声も高木にきこゆなりけり
明治4年 ─ 聞鴬 おもしろやはつねの声の鴬もはなの匂ひをいつか知して ×
明治4年2月13日 御当座 嶺上霞 峯高く立そふかすみたな引てほのかにミゆるふじの山かな ×
明治4年 ─ 花下言志 咲ミつるさくらの花の下かげに立よりみるも楽しかりけり ×
明治4年5月13日 御当座 杜蝉 見わたせばしげれる杜に鳴蝉の声もかしまし夏の夕暮 岡のべやしげれる杜に鳴蝉の声もかしまし夏の夕暮
明治4年5月23日 御当座 郭公遍 こゝかしこ杜の梢にほとゝぎす鳴ねもあまた聞ゆなりけり ×
明治4年5月23日 御当座 郭公遍 雲間をばとき返りなく時鳥時をたがへぬ声のかずかず をち返りなくや五月の時鳥時をたがへぬ声のかずかず
明治4年5月5日 端午御会 夏月 大空のかぎりもなしに雲はれて秋におとらぬ夏の夜の月 ×
明治4年6月13日 御当座 泉辺納涼 松陰の泉によりてあつさをも忘るゝ斗おもふ夏かな ×
明治4年6月23日 御当座 六月に秋の立たる 六月の中ばにきつる秋風も夏におとらぬすゞしかりけり 六月の中ばも過てくる秋に夏を忘るゝ風のすゞしさ
明治4年 ─ 待草花 今ハはや庭の千草も盛とやいと面白のはなのおもかげ ×
明治4年 ─ 七夕竹 織女にたむくる竹の色ふかく秋に一夜のちぎりなりけり ×
明治4年 ─ 荻 秋風の音にやたつる荻の葉のそよぐもさびし庭のまさこぢ 秋風の吹くるごとに音たてゝそよぐもさびし庭のをぎはら
明治4年 ─ 秋夕 風の音きくもすゞしや夕より露の光も猶まさりつゝ ×
明治4年8月15日 御当座 見月 村雲のまよひハあれど秋のよのこよひの月をみるをたのしむ ×
明治4年8月23日 御当座 撏衣 さよ更て枕にちかき砧うつ音もかさねてきこゆ秋かな さよ更て枕にちかく砧うつ音もかさねてきこゆ秋かな
明治4年9月9日 重陽御会 籬菊 うゑ置しまがきのもとのしら菊もことしの秋に花咲にけり ×
明治4年10月3日 御当座 時雨 冬くれば空のけしきもかはるらん風もおのづと時雨するなり 冬くれば空のけしきもかはりつゝ風のまにまに時雨するなり
明治4年10月13日 御当座 朝霜 朝戸出てさむけき霜の色に又ふゆのしるしを我ひとりみん 朝戸出てさむけき霜の色に又ふゆのしるしを友々にみん
明治4年12月3日 御当座 雪中望 こずゑをもひとつにつもる白雪をさくらのはなとちらしてぞみる こずゑミなひとつにつもる白雪をはなの咲かと打ミやりつゝ
明治4年12月13日 御当座 庭早梅 おもしろきはや庭さきの梅のはな匂ひを人にしらすそで哉 ×
明治4年12月23日 御当座 神楽 冬の夜のふけゆくまゝに神楽うた声も風にやきこゆなるらん ×
明治4年12月23日 御当座 神楽 うたひ人さむきをわするかぐらこそ世におもしろくかみぞまちける うたひ人さむきをわするかぐらこそ世におもしろくかみも聞らめ
明治5年正月23日 御当座 鴬 谷間よりいでゝや庭の梅がえになくうぐひすの声も春めく ×
明治5年2月3日 御当座 庭梅 春のきてこずゑに梅の花さきて庭にも匂ふのどかなりけり 春のきてこずゑに梅の花さきて匂へる庭はのどかなりけり
明治5年2月13日 御当座 水辺柳 きしのべに生る柳のはの長くかげもながれの水にうつれる きしのべに立る柳のはのながくかげもながれに水のうつれる
明治5年2月23日 御当座 雲雀 原にすむひばりも春ののどけさに声をそろへて立のぼるらむ ×
明治5年 ─ 賞桃 梅さくら松や柳ととりわけて色香もまさる桃の一本 梅柳又ハさくらにくらぶとも色まさるべき桃の花かな
明治5年3月23日 御当座 欵冬 岸のべにつらなり咲るやま吹の花の盛のいとおもしろき ×
明治5年4月13日 御当座 卯花似雪 庭ミればかきねにさける卯花のはなをバ雪とまがふなりけり ×
明治5年4月23日 御当座 新樹 木高くも生るこずゑの色青くミるもすゞしき夏の此ごろ 木高くもしげる若ばのあさ緑ミるもすゞしき夏の此ごろ
明治5年5月3日 御当座 郭公 やミの夜にすがたわからずほとゝぎす近く鳴音を人にきかして すがたこそそれともわかねほとゝぎす近く鳴音を人にきかして
明治5年5月5日 御会 盧橘 わすれじな都の庭に生そふる花立ばなもいまはさくらん やましろの都の内に生たてる花立ばなもいまはさくらん
明治5年8月3日 御当座 萩露 秋の野に咲そふ萩の花の上にかざりかざれるつゆのしらたま ×
明治5年8月13日 御当座 野鶉 秋の野の千草の花にたはぶれて遊ぶうづらの友つれにける ×
明治5年8月15日 別段御当座 対月 こよひこそ雲はれわたれさす月の光をミるも楽しかりけり こよひこそ雲はれわたりすむ月の光をミるも楽しかりけれ
明治5年8月23日 御当座 初雁 くれかゝる空をば渡るはつ雁の鳴つる声を我は聞ける くれかゝる空をば渡るはつ雁の鳴つる声を我は聞けり
明治5年9月9日 重陽御会 見菊 吹上の芝とり分てきくのはな植て楽しむ秋の長月 ×
明治5年10月3日 御当座 時雨 うき雲のまよひにつれて村時雨ふりて色そふ庭の草ばや うき雲のゆきゝにつれて村時雨ふりて色そふ庭の草ばや
明治5年10月13日 御当座 落葉霜 かさなれる木のはのうへの霜かさをみるも冬けの庭のけしきは かさなれる落ばのうへの霜かさをみるも寒けの庭のけしきや
明治5年11月3日 御当座 水鳥 ながめつる雲間を飛や水鳥のはや水の瀬にをり立にける ながむれば雲間を飛や水鳥のはやも水ぎはにをり立にけり
明治5年11月3日 別段御当座 待雪 富士のねは雪の花がさかざすらむまだ都にハ降を待えて 富士のねは雪の花がさかざすらむまだ都にハ降を待けり
明治5年11月13日 御当座 風前薄 たれか住嵯峨野の原の玉すゝき吹秋風に末なびくなり はるばると嵯峨野の原のはなすゝき吹秋風に末なびくなり
明治5年11月13日 別段御当座 霜夜月 置霜をさす月かげにてらされてミるも寒けの冬の夜のそら ×
明治6年正月29日 内々御当座 梅初開 あら玉の年たちかへるけふの日ににほひをにほひ梅のはつ花 あら玉の年はかはりてけふの日ににほふも嬉し梅のはつ花
明治6年2月3日 内々御当座 朝柳 朝な朝な緑をそふる青柳の糸にや年をミそなはすらむ 朝な朝な緑をそふる青柳の糸にや年をくりかへしミむ
明治6年2月4日 別段御当座 餘寒 春ながらまた風さむく我身にもおもほゆる年のけふの日影や ×
明治6年2月4日 別段御当座 窓梅 ながめにもなればや窓の梅のはな春きにけりと匂ひこそすれ ながめにもなれとや窓の梅のはな春きにけりと匂ひこそすれ
明治6年2月4日 別段御当座 梅花匂袖 咲そむる梅のはなの香とりどりと袖にとゞめて我ながめばや ×
明治6年2月5日 於紅葉御原屋御当座　

麝香間侍従等 春風解氷 かはりゆく春といへども吹風に池の氷もうちとけにける かはりゆく春といへども吹風に池の氷もうちとけにけり
明治6年2月13日 御当座 若草 時もとき野べの雪間に萌いづるミどりをそふる春のわかくさ 時もとき野べの雪間に萌出てミどりをそふる春のわかくさ
明治6年2月17日 ─ 雪のふるに雨もまじりた

るをよませ給ひける 村雲のまよひにつれてしら雪の雨にまじりて降も寒けし ×
明治6年3月3日 御当座 梅花盛 春けなるそらにかすミを立こめて庭の梅がえ花さかりする 春けなるそらにかすミを立こめて庭の梅がえ花ざかりなり
明治6年3月13日 御当座 帰雁 雲間をばたどりて行や雁かねの花になごりを恨むこゑごゑ ×
明治6年3月18日 別段御当座 晴天遊絲 晴わたる空に棚引いとゆふも日かげにミゆる春のゝどけさ ×
明治6年3月18日 別段御当座 毎日有春 きのふけふ空はれわたる春の日の心しづかに花をながむらん きのふけふ空はれわたる春の日の心しづかに花をながめん
明治6年3月23日 御当座 花始開 春けなる空にもつれて山ざくら今さきはえむ花のおもかげ 春けなる空にもつれて山ざくら今さきそむる花の一枝
明治6年4月3日 御当座 ─ 日にそへてまちし梢の糸ざくら花さく春の心のどけき 日にそへてまたれし庭の糸ざくら花さく春ぞ心のどけき
明治6年4月23日 内々御当座 欵冬 川の瀬になびく山吹咲ミちて色香を水にうつしてぞみる 川ぎしになびく山吹咲ミちて色をバ水にうつしてぞみる
明治6年4月13日 皇后宮御誕辰ニ付御賀

哥御会 庭樹結葉 庭もけふしげりをむすぶときは木の色をたがへぬ年の久しさ 若葉さす庭の梢ハときは木の年の久しき色に立ならびても（「年の」削除カ）
明治6年11月3日 御当座会　天長節 菊久芳 かはりゆく年のけふにもあひにけり久しく匂へ庭のしら菊 ×
明治6年11月13日 御当座 庭紅葉 立しげる木々のこのまに紅葉の庭に色しく秋のたのしみ ×
明治6年11月13日 御当座 庭紅葉 木々も木々ときはの色に打まじり色かゞやかす庭の紅葉 木々も木々ときはの色に打まじりさしもかゞやく庭の紅葉
明治6年12月3日 御当座 籬寒草 庭の面の籬の草も霜がれて春の日影をまちまちにけり ×
明治6年12月13日 御当座 木枯 立ならぶ秋のもミぢ吹かぜにちるも冬けの庭のまさこぢ 立ならぶ秋のもミぢ吹はらふ音もはげしき庭の木がらし
明治6年12月23日 内々御当座 歳暮 くれ行とまた年さむき冬の日のかはれる春も赤さかの里 ×
明治11年 御陪食ノ時被出御題 新年共楽 新らしき年のはつ日をむかへきて臣と共々むかふけふかな ×

※�会の名称については『［三條西季知歌稿］』の表記に従った。また不明分については「─」で示した。御製への添削が施されなかった場合は「×」で示した。また表にした都合により御製の表記のうち繰り返し記号の「 〳 〵」のみについ
ては文字に置きかえた。

【別表２】
御製を拝見した日付 添削者

1月27日 三條西
1月20日 三條西
2月2日 三條西
2月4日 三條西
2月5日 三條西
2月8日 三條西

2月21日 三條西
2月25日 三條西
3月1日 三條西
3月4日 三條西
3月5日 三條西
3月8日 三條西

3月10日 三條西
3月14日 三條西
3月17日 三條西
3月18日 三條西
4月17日 三條西
4月28日 三條西
5月7日 三條西

5月14日 三條西
5月20日 三條西

※5月20日 高崎、三條西
5月30日 三條西
6月6日 三條西

※6月13日 三條西等
6月20日 三條西
6月22日 三條西
6月25日 三條西
6月28日 三條西
7月1日 三條西

※7月5日 高崎、三條西
7月5日 三條西
7月9日 三條西

7月12日 三條西
7月21日 三條西
7月24日 三條西
7月29日 三條西
8月1日 三條西
8月4日 三條西
8月5日 三條西
8月8日 三條西

8月11日 三條西
8月14日 三條西
8月20日 三條西
8月20日 三條西、高崎
8月23日 三條西
8月26日 三條西
8月28日 三條西
9月1日 三條西
9月4日 三條西
9月7日 三條西
9月9日 三條西

9月12日 三條西
9月13日 三條西
9月29日 三條西
10月7日 三條西

10月21日 三條西
10月29日 三條西
11月6日 三條西
11月8日 三條西、高崎

11月14日 三條西
11月18日 三條西
11月25日 三條西
12月3日 三條西

12月11日 三條西
12月13日 三條西
12月1日 三條西

12月22日 三條西
他者が先に添削をし、後に三條西が添削をした
ものについては、先に他者の名前を記した。ま
た、三條西が後日に他者の添削を書写した日付
については「※」印を付した。なお、日付が前
後しているものについては、日付順に並びかえ
た。
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